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o.

伝 統文 法 に お い て も,諸 般 の辞 書 にお い て も,loは2つ の品 詞 に分 類 さ

れ て い る。即 ち定 冠詞 と代名詞である。教育の現場 においては 「中性の定

冠 詞lo」 とい う呼 称 は 自明 の もの と して今 日に至 っている。本稿 では主に

いわゆる定冠詞loを め ぐって 考 察 を進 め て行 くが,そ の動機 は,ス ペ イ

ン語 の名 詞 は男性 女 性2つ の性 しか有 さな い の に,何 故 中性 定 冠 詞loが

存 在 す るのか1),と い う疑 問 に あ る。 中性 が 認 め られ るのは,esto,esO,

aquello,elloな どの代名 詞,節 や 句 な ど と照 応 関 係 に あ るloだ けで あ

る。名 詞 レベ ル に 中性 は存 在 しない2)。

(1)ellibro

(2}1amesa

(3)*100

また,形 容詞はloに よって名詞化され,事 物の抽象性を表わし,相 応

する抽象名詞 と意味の上で同価になるsと い う通説がある。この場合,果

してlo+形 容詞が 抽象性を持ち うるかどうか,即 ち 言葉の正 しい意味で

「抽象」た りうるか も疑問に感 じた点であった。

以下,ス ペインの文法学者,言 語学者 らの見解を中心に,loが 意味的に

どのような機能を持つ と定義されて来たか,統 語的機能の面か らどのよう

に分析され定義付け られて来たか,ま たIoを 伴 う強調構文を生成変形文

法は どのように捉えたかを概観し,そ こに生起する様々な問題点を論考し,

最後に所謂中性定冠詞を語彙論では どのカテゴリーに同定すべきかについ

て卑見を述べてみたい。

i.0.

従 来,Ioを 冠 詞 の カ テ ゴ リー に 入 れ るか,代 名 詞 の カ テ ゴ リー に 入 れ る
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か で 争 点 とな って い る の は,loが 形 容 詞 ま た は 副 詞 と結 び 付 い て ひ とつ の

句 を 成 す 場 合 で あ る。loが ラ テ ン語 の 指 示 代 名 詞illeを 母 体 と して,illud

→elo→toと 派 生 した3)歴 史 的 観 点 を 重 視 す れ ば,同 じilleか ら派 生 した

el,1a,los,lasと 同 じパ ラ ダ イ ム でloを 扱 うこ と に な る が,冠 詞 よ り も

名 詞 に近 い 意 味 機 能 や,el,la,10s,1asが 現 れ る こ との 出 来 な い 言 語 環 境

で もloが 現 わ れ る,と い う統 語 的 特 性 に 注 目す れ ば,esto,eso,aquello,

elloな どの 中 性 代 名 詞 の カ テ ゴ リー にloを 入 れ る べ ぎで は な い か,と い

う見 解 も成 り立 つ 。 前 者 の 立 場 に立 っ て 論 を進 め て い る の がSeco(1961),

AlarcosLlorach(1970),Martinez(1970},Lamiquiz{1973},Gutierrez

(1978),ILnowles(1978},Garratala(1980},Lorenzo{1980),Plann(1980),

Hernandez(1985)ら で,Be110(1847)の 提 唱 に よ る後 者 の立 場 に大 方 立

つ の がPottier(1970),CriadodcVal(1972),Lazaro(1980),Lujan

(1980),Pilleux/Urrutia(1982)ら で,曖 昧 な立 場 を と る の がEsquer(1968),

Alcina/Blecua(1975),MarcosMarin(1980)ら で あ る。 強 調 構 文 のlo

は,Plann(1980)に よ る と数 量 詞 句 の 指 定 辞wh一 が 移 動 に よ りS構 造 に

現 れ た も の と され る。 この よ うに大 まか に2つ の グル ー プ に分 か れ る とは

言 え,各 々 の立 脚 す る理 論 と方 法 論 に よ り,分 析 の過 程 と定 義 に ズ レが あ

っ て,必 ず し も グル ー プ の 各 構 成 員 が 同 じ結 論 に達 した とは 言 い 難 い 。 次

の 単 元 で は 具 体 的 に 各 論 旨 の概 略 を述 べ る。

1.1.

loを 冠 詞 と し て 論 ず る 立 場 の 者 も,代 名 詞 の___.員あ る い は 少 く と も そ の

一 異 形 と して 捉 え る者 も共 通 して 指 摘 す る の は,10が 形 容 詞 と結 び 付 い て

一・個 の 構 造 を 成 す 時
,el,1a,los,lasに は 見 られ な い 特 別 な 意 味 機 能 を 有

す る 点 で あ る。

SecOは,10+形 容 詞 に は 対 象 と な る事 物 の全 体 の一 部 の 性 質 を 表 わ す

制 限 ・限 定(delimitativo),あ る 同 じ性 質 を 有 す る 一 連 の 事 物 を 総 称 す る

集,合(colectivo),そ して あ る性 質 の 強 調(intensivo)の3つ の ニ ュア ンス

が あ っ て,一 律 に 抽 象 名 詞 と 置 換 で き な い と 指 摘 し,以 下 の 例 を 挙 げ て

い る4)。

(4)(制 限 ・限 定)loaltodelatorrc
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(5)(集 合)Lobuenodurapoco.

(6)(強 調)Comprendelotontodetucanducta.

Esquerは,言 語(lengua)の レベル と言(habla)の レベ ル で名 詞化 を

捉 え・e1+形 容 詞,la+形 容詞 が 何 を指 して い るか を理 解 す るには,言 語 環

境 に前提 が 必要 な の で,こ の構造 は情 況 に依 存 す る言 レベルでの名詞化で

ある とし,一 方,10+形 容 詞 で は こ うした前 提 が な くて も何 を指 してい る

か理解で きるので,言 語 レベ ルで の名 詞 化 で あ る とす る5)。

Martinezは,lo+形 容詞 の構造 を,ロ ・7ンス諸 言 語 中唯..._.,ラ テ ン語 の

中性 名 詞 の真 の代替 で あ る として,そ の 意味機 能 に抽 象性(loabstracto),

類 型 性(togenerico),絶 対 性(loabsoluto)を 認 め て い る。例 えば10mio

な どの よ うなlo+所 有 形 容詞 は,総 体 を示 す もの と して類 型 性 の 中に含 ま

れ る。 またloが 普 通 名詞 に 伴 う場 合 の機 能 と して,そ の 名詞(特 に身分 を

表 わ す名 詞)が 示 す対 象 に類型 的 に見 られ る性質 を抽象化す る機能を指摘

している6)。 絶対 性 はel,laな どの定冠 詞 が形 容 詞 と結 び付 い た時には見

られ ない機能 で,対 象 の事物 の形 や性 質 の絶 対 的 な面 に言及す る。 この よ

うにMartinczの 挙 げ た3つ の機 能 は互 いに入 り組 ん で お り,裁 然 と分 け

られ る もの でぱ な い7)。

CriadodeValは,意 味機 能 と して抽 象 的事 実 の陳 述,対 象 の具 体化 及

び強 調 を挙 げ,lo+形 容詞 とel+形 容 詞 の2つ の構 造 を比 較 して,後 者 が

「人」を 前提 とす る人 称化(personalizaci6n)を 行 な って い る のに対 し,前

者は抽 象的 事実 につ い て述 べ る中性名詞化の操作である,と 指 摘 してい る。

{7)tomasridiculodelareunion

(8)(人 称 化)elmasridiculodelareunion

抽象名詞 との比較では10+形 容詞は対象を具体化する為の操作であって,

前者に比 して実体を有 し,言 及された対象の部分の限界を示す働きがある

として,次 の例を挙げている。

(9)tomasaltodelcielo

(10)laalturadelcielo

強 調 構 文 で は,副 詞 のcuan,cuantoに あ る程 度 相 当 す る点 を 指 摘 して い

る8)。
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Alcina/Blccuaは,言 語 の レベル で 語彙 を 持 つ に至 らなか った 様 々な

事象を,発 話 の 中に盛 り込 む働 きが あ る点で,elloと10の 間 に密 接 な関

係が あ る こ とを認 め ている。特 に,loは 形 容 詞 を伴 って,形 容 詞 の表 わす

属性 を 語彙 化 され なか った 事実に 向わせ るとして,そ の意 味 機能 に 選 択

(selectivo)と 集 合(colectivo)を 挙 げ て い る。選 択機 能 とは,対 象 に備 わ

る種hの 属性 の一 部 を他 の属 性 か ら極 立せ るこ とであ り,そ れ ぱ また 同時

に全体 の 巾で の 部分 を限定する ことで もある。集合機能 とは,複 数 の語 義

を持 つ形 容 詞 を10が 伴 う場 合,対 蒙 に付与 され る属 性 は そ の形 容詞の語

義 の集合なので,語 義 の多様 性 が 即 ち薄 象 の 限定 された部分 の各相を照 し

出す,と い う機 能を 指 す。 また,Ioがdeで 始 ま る前 置 詞 句やlo+形 容

詞 が関 係節 を伴 う場 合,行 為 や概 念 の総 体 を示 す こ とも集合機能 と言}る 。

以 下 の2例 に あ って(ll)は 選 択 と集 合 の2つ の機 能 を合 わ せ持 つ例 で あ

り,(12)は 集合 機能 の例 で あ る。

(11)lobuenodeestamujer

{12)Hacerejercicioestomejordetodo.

ただ し,強 調構 文 で はloは 言 及価 を失 い,副 詞cuan,queな ど と同 じ

機 能 を持 つ とす る。 抽 象 名詞 との対比では,10+形 容 詞 が前 置 詞句 また は

関係 節 に よって補文化が行 なわれていない時にのみ限 って,抽 象名 詞 との

置 換 が行 なわれ うる場合 もあるとして次 の2例 の差 に 注 目 して い る9)。

(13)Loperfecto(=laperfeccion)esinalcallzable・

(14)10profundodelpozo

Lazaroは,loは 中 性 とい う範 疇 素 性 を 持 つ 点 で,e1,la,los,lasと 異

な り,elloと 相 補 分 布 して 第1辞 項(terrninoprimario)と して の機 能 を

有 し,ello,algOな どの 中 性 名 詞 と類 を形 成 す る,と 言 う。 意 味 機 能 と し

て は,事 物 の 総 体 を 示 す 機 能 と,他 の 部 分 に対 して の 一 部 分 が 内 包 す る 全

て の もの を 指 す 機 能 の2っ を 挙 げ て い る10)。

そ の 他 に も,Lamiquizは,loはelの 異 形 で あ っ て,elが 形 容 詞,不

定 形 や あ る成 句(elnosequeな ど)の 個 別 的 な名 詞 化 を 導 くの に 対 して,

loは 単 に 普 遍 的 な 性 質 を 現 働 化(actualizaci6n)す るだ け で,個 々 の 指 示

性 を 持 た な い と言 う11)。Lorenzoは,知 覚 の 方 法 と話 者 の 発 話 条 件 の 面 か
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ら,は っ き り限 定 で きな い(ま た は限 定 して い ない)対 象 や,充 分 に知覚 で

ぎな い対 象 を,名 詞化 す る機 能 がloに あ り,話 者 が対 象 を 明確 に述 べ ら

れ ない(ま た は述 べ た くない)場 合 に用 い られ る と述 べ て い るエ2)。Pilleux/

Urrutiaは,loに は あ る集合 や 類 を,他 の集合 や類 か ら峻別 す る機 能 があ

る,と 述 べ て い る13)。以上 見 て来 た 意味 機 能 を ま とめ る と,次 の よ うに な る。

10の 意味 機 能 二

a)言 及 され た対 象 の部分 の限 定。

b)言 及 され た対 象 の属 性 の峻 別 ・限 定。

C)同 じ属 性 の事物 の総 称。

d)類 型 的 な性 質 の抽 象 化。(非 常 に特殊 な揚 合 。)

e)形 容 詞 の語 義 の集 合 的表 象 。

f)照 応 関 係 を持 た ない非 文脈 依存 的 言及。

g)語 彙 を 言語 レベ ル に持 つ に至 らなか った事 象 ・事物 への言及(現 働 化)。

h)対 象 へ の直裁 的 な言 及 の回 避 。

i)属 性 。様 態 の強 調 。

これ ら の うち ・f)9)とh),c)とc)及 びb)とi)は そ れ ぞ れ 通 底 す る
。

1.2.

この単 元 で は,loの 統 語機 能が どの よ うに 分 析 ・定 義 され て 来たかを

概観 し・概 略 まとめてみたい。ただ し,10が 強 調構 文 を成 す 際 に は,形 容

詞 がque節 内 の名詞 と性数 一 致 す る,と い う特 徴 が 見 られ るので,こ れ は

別 の下 位 単元 で扱 うこ とに する。

1.2.1.

loの 統 語 機 能 に 関 し て は,今 か ら140年 程 前 にBelloが そ の 著"(毫 アα.

ノ漉 加dela伽 ξππcastelluna48鋤z認 αalAsa4810s81η8ア 加 ノ～03"(1847)

の 中 で ・ 冠 詞loを 代 名 詞elloの 語 中 音 消 失 形 と して ユ4),同 じ.中性 代 名 詞

とい う筍 疇 に 入 れ た15)事 で,そ の後 様 々 な論 義 を 呼 ぶ こ とに な った 。

Esquerは,中 性 名 詞 が 存 在 しな い 点 か ら,中 性 冠 詞 とい う呼 称 に 疑 問

を 投 げ か け て お り,統 語 機 能 と し て 名 詞 化 を 挙 げ な が ら も,一 般 の 冠 詞 が

名 詞 化 を 行 う場 合 と異 な り,単 数 と も複 数 と も分 か ち が い た 対 象 を 表 象 す
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る,と 言 う意 味論 的 注釈 を付 して い るlfi)。

AlarcosLlorach(1951)は,lo+形 容詞 の構 造 を中性 冠 詞 と一 体化 した

抽 象的名詞化形容詞 と称 し17),同(1970)で は 句 レベル にお け るloの 分 布

か ら,動 詞 と連 結 す る もの と動 詞 以外 の品詞 と結び付 くものの2つ に分 け,

前 者 を 代名 詞 に後 者 を冠 詞 に 同定す る。 冠詞10は 性 数 が変 化 し得 る範 疇

の記 号 類(fuerteな ど)を 限 定す る点 で,性 に 関 して は不動 な記 号 類(libro,

obraな ど)を 限 定す るe1,la,los,1asと 異 な る点 を指 摘 して い る。10の

統 語 機 能 は,隣 接 辞 項 を核 辞項 に繰 り上 げ る転用子(transpositor)と して

の働 きに あ る18),と してい るが,こ れ につ い ては1.2.2.で 詳述 す る。

Bclloの 影 響 を色濃 く残 すPottierの 説 に よれ ぽ,Ioは 代 名 詞的 な限定

詞 と して定 義 され,機 能 は代名 詞 のそれ に等 しい,と す る。 例 として,el

indio/loindioを 挙げ,前 者 が冠 詞 十名 詞 か ら成 り立 っているのに対 して,

後 者 は10が 名 詞 の機 能 を担 って い る と述 べ ている19)。

Martinezは,loが 形容 詞 の 他 に副 詞 も名 詞化 し,そ の うち のい くつ か

は 副詞 句 として機能す る点 を指摘 してい る。 また,lo+形 容 詞 の構造 で形

容 詞 が文 中 の名 詞 と性数一致す る例 を挙げてい る。

(15)Porloaryaslasρ ゴ勉 η～認63superanatodoslosedificiosde

Iaantigiiedad.

似た様 な例 として,冠 詞 な しで 名詞 化 した形 容 詞20)が,文 中の名 詞 と性 数

一 致 す る例 を挙 げ ている。 これ はBelloの 提 示 した もので あ る。

(16}LosedificiosdelaCiudadnadatienendegrandioso.grandiosos .

いずれ の場合 もこの現象を,一 旦 名詞 化 して 中性 とな った形 容詞が,名 詞

化 を失 い,本 来 の形 容 詞 と して の機 能 を発揮す るのだiと 説 明 して い る。

10+関 係 節 は 間接疑 問 と意味 的 に通 底 し,副 詞queと 置 換 で きた り,強 調

の ニ ュア ンスを 持つ 場 合 は,cuantoと 置 換 で きる面 を 指摘 して い る。更に,

Belloがloを 名 詞 と して扱 う点 を批 判 し,loが 単 独 で主 語 に成 り得 ない

点 と,10+mas[menOS](+関 係節)の 構 文 が最 上 級 に な る点 を挙 げ て,10

が冠 詞 で あ る こ との論 拠 として い る21)。

CriadodeValは,loを 小 詞(particula)と して捉 え,文 中 の生 起 す る

位 置 に よ って,動 詞 句 では 代名 詞,名 詞 句 では名 詞 化子(sustantivador)と
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して機 能す る・ と定 義 して い る。小詞10は 意{的 にelloとaquelloと

密 接 に繋 り,従 って,中 性 指 示詞 のestoとesoと も関連 す るが,elloを

除 いて・ こ うした 中性 指示 詞 全 て と10が 関 係節 を従 え られ る点 と,10の

み が 関係 詞cualを とる こ とが で きる点 を指 摘 して いる。 こ うしたパ ラフ

レーズの他に,loが 共 起 で きる文 の構 成要 素 に注 目して,関 係節,形 容 詞,

副 詞 な ど全 て の 自立 的 要 素 を伴 えるが,不 定 詞 だ けがloに よる名詞 化 を

受 け な い と述 べ てい る22)。

Alcina/Blecuaは,10を 後続 の構 成 要素 の意丁 的 方 向付 けをす る名詞化

転用子 として定義 している。 ただ し,本 来 の名 詞 を伴 う例 もあげ,こ れ は

loを 伴わ な い感 嘆 文 に通 底 す る として,次 の例 を 挙 げ て い る。

{17)Loartistaqueesuno.

(18)iArtistaqueesuno!

また・10は 形 容 詞 を副 詞 に転 用 す る と共 に,前 匿 詞 を伴 わ ず に副 詞 句 にす

る例 を挙げている23)。

(19}ioprimero

Gutierrezは,loを 冠 詞 と認 め な が ら も,次 に 示 す 叢 き換 え 規 則 が 適 用

され る際 に,現 働 化 子 と し て 代 名 詞 的 機 能 を 持 つ,と 定 義 して い る。

(20)A→SN-suss.

(A=atributo)

従 って,lo+関 係 節 の構 文 は,動 詞 が連 繋辞 で あ る文 に生起 す る と補語 と

な り,そ の こ との証左 と して,lo+関 係節 が こ うした 文 で は形 容 詞 に置換

で きる事実がある,と 言 う24)。

(21)Loqueimporta(=Importante)esquelaesenczadominical

sedifundeatodalasemana.

Marcosは,elが 言 語 レベ ル で の 名 詞 化 を 行 うの に 対 して(elverdeな

ど),loは 言 レ ベ ル で の名 詞 化 を 行 う(10verdeな ど)と して ,loをun

+成 句(unnosequeな ど),el+de+名 詞,el+不 定 形,0+不 定 形 に お

け る{un・el,⑳ と同 じ く言 の名 詞 化 子 で あ る,と 定 義 して い る。 逆 に 言

え ば,e1は 言 語 と言 の 両 方 の レベ ル で,名 詞 化 詞 と して も機 能 す る と言}
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る。10に 限 らず 冠 詞 は,形 容 詞 と関 係 詞 の 前 で は 代 名 詞 との 関 連 を 保 っ て

お り25),む しろ 冠 詞 と言 う よ りは 代 名 詞 で あ る と言 え る で あ ろ う,と 述 べ

て い る 。 更 に,指 示 語 との 機能 上 の 共 通 点 を 見 出 し,両 者 は 非 名 詞 類 の 言

レベ ル に お け る 名 詞 性 を 指 示 して,潜 在 的 な 名 詞 を 現 働 化 す る 点 で,指 呼

子(deicticos),指 示 子(indicadores),標 識 子(senalizadores)の 類 に 属 す

と定 義 して い る26)。

Carratalaは,10+関 係 節 とaquello+関 係 節 が 置 換 で き る こ とか ら,10

を 代 名 詞 冠 詞(pronombrearticulo)と 呼 ぶ 。 ま た冠 詞+関 係 節 が 疑 問 詞

と置 換 で き る こ と も指 摘 して い る。 中 性 冠 詞 は 全 て の 品 質 形 容 詞 の名 詞 化

子 で あ る と同 時 に,そ れ らの 抽 象 化 に あ っ て は 具 体 化 子(concretizadora

delaabstracci6n)と し て も機 能 す る点 を 指 摘 し,次 の 例 を 挙 げ て い る27)。

(22)Locort6sIloquitalovaliente.

1・azaroは,1.2.1.で 触 れ た よ うにBello説 を支 持 して お り,論 拠 と し

て,el+形 容 詞 とlo+形 容 詞 の2つ の構 造 を比較 した場 合,前 者 は深 層構

造 にお い て表 層 構 造 には現れないあ る周知 の名詞 の存在 を考え ざるを得 な

いが,後 者 で は その よ うな依存 性 が 考 え られない点を挙げている28)。

Lujan(1980)もLazaro同 様Bello説 の支 持者 で あ る。形 容 詞 の名 詞

化 と呼ばれ る構造は名詞ではな く,代 名 詞 に付加 形 容 詞が 付 いた 構造 であ

り,こ の付 加形 容詞 は 関係 節 の縮 約 され た もの と言 う結論を,以 下 の分 析

の過 程 か ら導 く。

人称 代名詞 と冠詞を強形 と弱形の関係で捉IL29),冠 詞+形 容詞 の構 造 が,

話題 化変 形 に お け る 同一 指示 代 名詞 削除3。)→ 関 係節 縮約 → 強 勢 消失[ま

た は → 語尾 音消 失1の 規 則 の操 作 に よる結 果 な らば,こ の形 容詞 は 他 の代

名 詞 とも共 起 で きなければな らない として,uno,algo,a19uie11と 冠 詞 が,

形 容 詞 また ぱ 関 係節 を伴 う構 造 でパ ラフレーズする ことを確認 してい る。

こ うしてスペ イン語には中性冠詞 は存在せず,従 来 中性 冠 詞 と して扱 わ れ

羅 て来 たloは,代 名 詞ellsの 非 強 勢 形即 ち弱形 で あ り,生 起 す る言語 環 境

は制 限 用法 の関 係節 と,い わ ゆ る名 詞 化 され た形 容 詞 で ある,と い う結 論

を 得 る。次 に10が 冠 詞 か否 か を定 冠 詞 と不 定冠 詞 の形態上の特色 と,統

語 上 の性 質 で あ る生 起 の仕方 の両面か ら検討 している。

形態面か ら見 ると,loに は複 数形 が な く数 に対 して不変 であ る。対応す
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る不定冠 詞 もな く,決 して名 詞 の前 に生 起 しない31)、,また,10は 冠 詞が 受

け容 れ られ ない一 連 の 文脈 に も生起する点 を指摘す る。即 ちcadaの 意 味

で用 い られ るtodoを 含 む 文,proveer,carecerな どの特 定 の前 置詞 旬を

伴 う自動 詞 の前置詞句32),conま た はsinに 導 かれ る副 詞 句 と して の機 能

を持 った前置詞句,あ るい は そ こにf起 す る名詞 句 が,修 飾 部を伴 わ な い

限 り冠 詞 を必 要 としないserの 述 部 にお け る生 起33)で あ る。 次例 はそ の対

比 の様 を示 した ものである$4)。

(23)T・d・*elh*un・mbredebetrabψ 翫

Todolonecesarionosiemprecsbueno.

(24)Vivesin翻luj・ ・

Vivianconlonecesario.

(25)Meprop°eybde*unlibro.

Meprovey6delonecesario。

(26)Es`)cslollecesario.

次 に,elloとIoの 相 補 分 布 に 関 して は,ま ずelloも10と 同 様 に 複i数

形 を 持 た な い 点 を 指 摘 し,ellosやellasと これ ら を 分 け て 考 え るべ き こ と

を,等 位 節 に よ って 結 ば れ た2つ の名 詞 句 との 照 応 関 係 か ら論 証 して い る 。

関 係 節 を 伴 う場 合,10は 制 限 用 法 に用 い られ,elloは 非 制 限 用 法 で 用 い ら

れ る こ と と,主 語 に な る場 合 はelloの み 受 容 され る点 を ふ ま え て,こ う し

た 相 補 関 係 が 他 の 代 名 詞 と そ の 弱 形 の 冠 詞 の 間 に も見 られ る こ とで,10が

elloの 縮 約 形 に過 ぎ な い こ との 証 左 と して い る。 更 に,中 性 そ の も の の 問

題 に まで 触 れ,代 名 詞 の体 系 に 中性 を 認 め て い る が,こ れ は[土ANIMADO1

と言 う素 性 が 有 標 か 無 標 か の 観 点 に 立 つ べ きで あ り,例 え ばelloは[-

ANIMADO]と い う素 性 を 有 し,[+ANIMADO,+HUMANO]で あ るelellaに

対 立 して い る に過 ぎ な い,と 言 う。ま たesto,eso,aquelloと は トANIMADo1

と い う素 性 で は 通 底 す るが,elloは 人 称 代 名 詞 の類 に 属 し,前 者 は 指 示 代

名 詞 の 類 に 属 し て い る 点 で 対 立 す る,と 述 べ て い る 。 不 定 形 と名 詞 節 に 関

して は,こ れ らの 性 は 決 ま っ て い な い の で,定 冠 詞elに よ っ て導 か れ る が,

これ は 男 性/女 性 とい う対 立 に お い て,男 性 形 が 無 標 と し て 機 能 し て い るか

らで あ る,と 説 明 して い る 。 以 上 がLujanの 分 析 過 程 とそ の 結 果 で あ る35)。

"LinguisticInquiry"誌 上 のKnowles(1978)とPl
ann(1980)の10
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をめ ぐる論 争は,夙 に 酒井 女史 に よって,r海 外 言 語学 情 報 第1号 』で紹 介

され て い るので36),本 稿 で は論争 の展 開 の細 か い対比 は割愛す る。

knowlesは 形 容詞 句,前 置詞 句,関 係節 と共 起 で きる点 で,10を 冠 詞cl

と同 じ限定 詞 の ひ とつ と見 るべ きである,と 主張 して次 の例 を挙 げ て い る。

(27){丑1}buen・essiernpretoquebusc・ ・

この場合,形 容 詞 はAPに 支 配 され て い て,名 詞 として扱 われ て い な い。

即 ち,knowlesの 次 の結 論 か ら分 か る よ うに,こ れ はNPに 支 配 され る

APの 形 容 詞 で あ る。従 って,交 差範 疇 規 則 の句 構造 規 則NP→DetAS

のDetに,loが 語彙 項 目 として挿 入 され るので,loは 形 容詞 の 限定 詞 と

して扱 わ れ る37)。

(28)[NP…X[s…X]1

条件:X-NPかAPの 時

(2↑)

/NPDetI¥S

D
to}{Ap}{AP}

一 方
,Plannは 音 韻 論 的 に 実 現 され な い主 要 部 の 名 詞 を 想 定 し,Detと

形 容 詞 は こ のL要 部 の名 詞 に性 数 一 致 し な け れ ば な らな い とす る。 こ の名

詞 は[-GENDER]と い う素 性 を 持 っ て お り,即 ち 中 性 形 で あ る。 形 容 詞 の

中 性 形 の 素 性 は[+GENDER,一 一一FEMININE,一 一PLURAL]の 男 性 単 数 形 と一 致

す る の で,10+形 容 詞 とlo+名 詞 節 は 次 の よ うな構 造 に な る と言 う。 こ の

点 で はLazaroの 説 に 類 似 す る 。

(30) NP

卜G]

-
DetNAP

l--G】[-GI【-Gl

f

A

卜G】

it
opdivertido
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[-G]

-
DetNS

卜G]卜G]

Io o queesdivertidoI-GI
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つ ま り,Knowlesと 違 っ て,10を 冠 詞 と認 め な が ら も,実 現 され な い 名

詞 の 限 定 詞 と し て 定 義 して い る訳 で あ る38)。

1.2.2.

1.2.1.で 伝 統 文法 か ら生 成 変形 文 法 に至 る までの,10の 統 語機 能 の分 析

と定義 を概 略 見 て来た。その中にはMartinez,CriadodeVa1,Alcina/

Blecuaら の よ うに,10+形 容詞+関 係節 は強 調 の ニ ュア ンスを持 ち,cuan

やcuantoま た はqueな どの副 詞 と10の 間 にパ ラ フ レーズが 成 り立 ち,感

嘆 文 と近 しい 関係 に あ る こ とを指摘す る学者 もいた。 このE元 で はAlar-

cosLlorach,Knowles及 びPlannの 三 者 が,強 調 構 文 で形 容 詞が 性 数

変 化 す る場合を,ど の よ うに分 析 して理 論 付 け て いるかを見,最 後 に,lo

の統 語機 能 とそれ らの機 能 に基 く,様 々な呼 称 を ま とめ て み た い。

AlarcosLlorachは,文 の名 詞 節 化 と形 容 詞 な どの名 詞 化 を,転 用

(transposici6n39))の 概 念 で 説 明 して い る。形 容 詞 の名詞化 と呼 ばれている

ものは,冠 詞 が転 用 子(transpositor)と な って,核 辞項 の名 詞 に付 く隣 接

辞 項 の形 容詞に,核 辞 項 としての機 能 を持 た せ る ことであ り,名 詞節 化 と

は,queが 転用 子 とな って,文 を核 辞項 にす る操 作 で あ るが,こ の時 に定

冠 詞elを 伴 うか 否 か は,文 中 の ど こに転 用 され た 核 辞項 が現れ るかに よ

る,と して い る。一 方,e1,la,los,las,10が 転 用 子 とな って,名 詞節 と

0見 同一 の構 造 を とる関 係節 につ いては,文 がqueを 転 用 子 として 隣接

辞 項 とな る操 作 と,冠 詞 を転 用 子 と して(先 行 詞 脱落 に よる)節 の核 辞 項 と

な る操 作 の,二 つ の段 階 が あ る,と して い る。 こ うして名 詞 節 化 を直接転

用(transposici6ninmediata),冠 詞+関 係節 を間接 転用 と呼 んで 区別 し

て いる。次 に挙げ るのは各々の例である。
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(32)elnuevo

Elquevenganospreocupa.

Nospreocupaquevenga.

X33)Elclientequevenganospreocupa.

Elquevenganospreocupa.

10+形 容 詞+関 係節 は,こ の聞 接転 用 に よる もの で,あ る文 の補 語で あ る

属 辞 が,loを 転 用 子 と して隣 接 辞項 か ら核 辞項 にな った もの,と 考 え る。

この時,属 辞 が 性 数 変化 を した まま核 辞項 へ転用 で きるのは,転 用 子10

が 中性 で あ る こ とか ら性 数 に無縁 であ り,性 数 に よ って性 格 付 け られ た属

辞 と,完 全 に結 び付 くこ とが で き るか らである,と 説 明 して い る4。)。

Knowlcsの,交 差範 疇 規 則 を関 係 節 化 に認 め るべきである,と 言 う提 議

の発 端 とな った のは,ま さ し く強 調構 文lo+形 容 詞[ま たは副 詞]+関 係 節

で あ った 。lo+形 容 詞[ま た は副 詞]がNPl個 に相 当す る こ とはaこ の

構 造 に句 構造 規 則 が適 用 され,主 語,直 接 目的 語,前 置 詞 の 目的語 とな り,

受動 変 形 も受 け られ る事 で立 証 され るが,も し,今 仮 にNPと した この構

造 を,関 係節 の先 行 詞 と考 え る と,元 の埋込 み 文 中 の痕 跡 に も同 じ構造 が

なけれ ばな らない筈 だが,次 の様 に非 文 にな って しま う。

(34)*EstcsefめretaIob(}rrachO.

従 って,関 係 節 化 はNPに 対 してば か りで な く,APに 対 して も適用 を

許 す べ き(ス ペ イ ソ語 の場 合)で あ る,と 言 うのが 大概 の論 旨で あ る。NP

はDet(限 定 詞)を 有 す るが,loは 埋 め込 み文 のAPが 関 係節 化 に よっ

て先行 詞 の位置 に来た時に,限 定 詞 と して具 現 化 され る と考L'て お り,lo

そ の ものが 強 調構 文 を生 み 出す 要 素 とは考えていない41)。

PlannはKnowlesが 問 題 に した構 造 は,関 係 節 を含 まな い名 詞 旬で あ

る とい う立場か ら,10+形 容詞(+前 置 詞),10+関 係節 の10と,10+形 容

詞+(Knowlcsの 言 う)関 係節 のloと で は機 能 を異 にす る,と 主張 す る。

つ ま り,後 者 の場 合,形 容詞 の限定 詞 な らば形 容詞 の性数に一致すべ きで,

el,1a・ 等 とな らな けれ ば な らな い 筈 なのに,loを 用 い てお り,こ の 事 は

[-GENDER】 で統 一 され てい る前 者 の構 文 とは,10が 機 能 を異 にす る事 の

証 左 で あ る,と 言 う。 そ して,後 者 の構文 は,数 量 につ い て述 べ てい る も

ので,そ の事 は10が 数量 詞 と も共 起 で きる こ とか らも分か り,ま た,こ
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の構文では数量詞を必ず しも必要 としないとして,次 の例を挙げている。

(35)Nosabeslo②quehemosdormido.

また,も し複数 形 の形 容 詞 が核 な らば,動 詞 も複 数形 に な らなけれ ば な ら

な く,補 語 も性 数 一致す べ きで あ るが,次 例 に 見 る よ うに非 文 とな って し

ま う,と 指摘 して い る。

(3f)*Lodivertidasquesonestasnihassonasombrosas

以 上 の 点 か ら,こ のloは 前 者 の 構 文 と 同 じ機 能,即 ちNPの 限 定 詞 で は

な く,APのAに 伴 う数 量 詞 の 指 定 辞(spcci丘er)で あ る と して,次 の 句

構 造 標 識 を与 え て い る。

AF
(37) /

鯉

/¥
SPEcq

14

10U

A

[圭階測

このAPはSに 支配 され て お り,wh移 動 に よ りSを 支 配 す るNPの

WHの 位置 に移動 され42),そ の後 にSPECがloと な って具 現 す る,と 説

く。 つ ま り,Plannに とって強 調 構 文 とは,QPを 伴 うAを 支 配 す るAP

の こ とで,基 底 溝造 で,す で に[+GENDERH+NuMBER1の あ るAとlo

が …致 す るの で はな く,②qと 一 致 が行 われ る ので あ って,10と 形 容詞 の

性 数 変 化 は直接 の関 係 を持たない ことになる43)。

以上,Ioが 形 容 詞 や前 置 詞句 あ るい は 名 詞節 と結 び付 く場合 と,強 調

構 文の場 合 とに分 け て,loの 統 語機 能 を一通 り見 て来 たが,こ こで 諸説 の

要 点 を一応 ま とめ てみ る。

10の 統 語 機 能:

a)不 定形 を除 く抽 象 的名 詞 化。

b)代 名 詞(ま た は冠 詞)と 同機 能。

c)副 詞や 形 容詞 の強調 。

d)副 詞 句形 成。
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感 嘆文や疑問文 と通底 し,cuan,queな どの副 詞 や 代名 詞 と置 換 可 。

限定 詞 としての機能。

冠 詞の受容 されない文脈 に も生起可。

10の 呼称:

a)中 性冠 詞。

b)代 名 詞。

c)代 名 詞的 中性冠 詞 。

d)名 詞 化転 用 子。

e)小 詞 。

f)言 の名 詞化 子(現 働 化 子)。

g)elloの 縮 約 形 。

h)意 味 的具 体 化 子。

i)形 容 詞 の限 定 詞。

j)名 詞 句 の限 定 詞。

k)形 容 詞 を統 率 す る数量 子 の指 定 辞。

2.o.

この単 元 で は,1・Lで 見 た様 々な定 義や 分 析 の問題 点 を,い くつか 浮 き

彫 りにす る。 統 語 面 と意味 の面が分か ち難 く結 び付 いている問題 もあるが,

成 るべ く2.Lで 意 味論 的 側面,2.2.で 統 語論 上 の問 題 に焦点 を 合わ せ て

行 きたい。

2.1.

先 ず,中 性 と抽 象 の混 同がか な り見 られ る点を指摘 したい。そ こで,中

性 と抽象 を以下 の よ うに定義 す る。

中 性:統 語 上 の 素 性 に 関 す る 分 類 で,ス ペ イ ン語 で は[-GENERQ,-PLU-

R乱1の 素 性 を 指 す 。

抽象=概 念上の素性に関する分類で,各 言語に共通する分類。個々の事

物 ・表象などに共通に見 られる性質を,総 体 としてひとつの概念

にまとめた結果を指 し,言 語(あ るいは言)レ ベルにのみ存在 し,

現実には純粋対象として 知覚 で ぎないもの。 語彙項 目では[一
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CONCRETO]の 素 性 を指 す 。

例 え ば,Martinezは,loblancoで は 色 の 名 が 名 詞 化 され,色 の 抽 象

的 性 質 を 表 わ して い る,と 述 べ て い るが,今 これ をelblanco及 びla

blancuraと 比 較 して み る と,loblancoは1.1.で ま とめ た 意 味 機 能a)b)

及 び9)に よ り,「 白 い も の 」 「白 い こ と」 と い う意 味 に な る。elblancoは

「白 」 ま た は 「白 い の」 の 意 ー で,lablancuraは 「白 さ」 で あ る。 一一体

どれ が 色 の 抽 象 的 性 質 を 表 わ して い る か を 知 る に は,ス ペ イ ン語 の 色 名 は,

常 にelcolor+形 容 詞 を 前 提 と して い る こ と を 思 い 起 せ ば 良 い 。

(37)こDequecoloreslapared?

(38)EsdecolorBlanco.

X39}EsBlanca.

色名は,ふ つ う男性 名 詞 で 表 わ され るが,こ れ はelcolorblanco→el

blancoと い う名 詞colorの 削除 に よ る。 同様 に 「白 い の」 と言 う意味=は,

elXblanco→elblancoと い うあ る男性 名 詞Xの 削除 を前 提 としてい

る。elblancoに は 「余 白」「白人」な どの意 味 もあるが,い ずれ も比 喩 か

ら生 じた意 味 で あ る44)。従 って抽 象 名 詞lablancuraに は 「余 白」 「白人 」

の意 味 は含 まれない。つ ま り,10blancoもelBlancaも あ る対 象 に 「白

い」 とい う属 性が 付与 され た45)表現,と 言 う点 で具 体 的 で あ る。 一 方la

blancuraは こ うした 「白 い」 属 性 を持 つ対 象の,「 白 い」 とい う属 性 を抽

き出 し,個 々の対 象 の 「白」 の段階 を集 合の要素 として,ひ とつ の概 念 に

ま とめ あ げ てい る点で,抽 象 的 で あ る46)。以 上 の観 点 に立 つ と,非 常 に特

殊 な例 として出 され た 意味機能d)「 類 型 的 な性 質 の抽 象 化」は,相 応 しい

抽 象 名 詞が 語 彙項 目にな い揚合を前提 として,lo+形 容 詞が そ の代用 をす

る こ とを 意味 して来 る。 例 えば,「 抽 象 性」 に相 当す る スペ イ ン語の抽象

名詞は語彙項 目にな く,10abstractoが そ の代 用 を して い る。 こ うした 前

提 条件を良 く理解せずに,Io+形 容詞 と抽象 名 詞 を対 比 す る と,意 味 の近

似 性 に ひ きず られ て,あ る対 象 へ の属性 の付与 で あ る10+形 容詞 と,意 味

的 に独 立 して い る抽 象 名詞 とを混同す ることになる。前述のMartinezの

loBlancoが それ で あ るが,も うひ とつ 例 を 出す。

(13)Loperfectoesinalcanzable.
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Alcina/Blccuaは,こ のloperfectoはlaperfectionと 置i換 可 能 で あ る,

と指 摘 して い る。 しか し,toperfectoはperfectoと い う属 性 が 付 与 され

る,あ る 事 物 の 集 合 を 指 し,意 味 機 能c)の 「同 じ属 性 の 事 物 を 総 称 」 し

て い る表 現 で あ り,個 別 的 事 物 や 状 態 そ の も の を 指 して い る の で は な い 。

lo+前 置 詞 句 と抽 象 名 詞 が,言 及 の 対 象 に よ っ て 制 限 され て い る 場 合 を,

次 の 例 で 見 て み よ う。

(40)LobuenodehasrnanzanasesquesirvenparahaterSidra.

(41)Tratodeconvencermedelabondaddeaquelnegocio.

(40)で は,「 りん ご 」 に 備 な わ っ て い る 属 性 の うち の ひ と つ を 限 定 し た も

の で あ り,(41)は 「商 売 」 の 属 性 そ の も の を 指 す 。(40)は 意 味 機 能b)に

あ た る が,抽 象 名 詞 に は こ の 機 能 は な い 。

(14)toprofundodelpozo

(42)lapr●fundidaddelpozo

上記2例 は,構i造 と して は各 々(40),(41)と 同 じだが,意 味 機 能 に差 が 見

られ る。即 ち(14)で は10の 意 味 機能a)に よって 「言及 され た対 象 の 部分

を限 定」しているが,(42)は(41)と 同様 に 「井 戸」の属性 そ の ものを指す。

以上 の ことか ら次の点が 明きらかになる。

i)抽 象 名詞 は,自 身 で 意味 が 完結 し,言 及 の対 象 を 言語 環境 に必 要

としない。

ii)形 容 詞 に 限定 され たloは,言 語環 境 に 言及 の対 象 を 有 さない易

合は,同 じ属 性 の事物 の 集合 を 総体 として指呼する47)。
..
X11)形 容 詞 に限定 され た10は,言 語環 境 に言及 の対 象 が示 され て い

る時,そ の対 象 の属性 の ひ とつ を峻 別 して限定するか,そ の対 象

の部 分 を 限定 す る。 この言及の対象を示す言語環境は,lo+形 容

詞 に とって十 分 条件 で あ る。

IV)el(la,los,las)+形 容詞 は,言 語環 境 に言 及 の対 、象を必 要 条件 と

して有 し,そ の対 象 に属性 を付与 す る。 この言及 の対象 は,そ の

素性 が冠 詞 の素性 と照 応 関係にあ らねばな らない。

次 に,loと 中 性 代 名 詞 の 関 係 に つ い て,Pottierはesto,eso,aquello,

ello,toで 中 性 の グ ル ー プ が 形 成 さ れ て い る と 説 く。 同 様 の 見 解 をPilleux
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/Urrutiaも 持 つ 。Martinezは,esto,eso,aquelloは 物 の 集 合 や 名 前 を

示 す 働 きは な い が,特 定 の もの を 示 す と説 く。Alcilla/Blecuaは 非 概 念 的

な 言 及 を 受 け 持 つ 点 で,loは い くつ か の 指 示 代 名 詞 や 不 定 代 名 詞 と通 じ合

い,中 で もelloと 密 接 な 関 係 に あ り,ま た,deで 始 ま る前 置 詞 句 を 従 え

て,前 置 詞 句 の 核 の名 詞 が 示 す 対 象 の 事 実,行 為,概 念 の 総 体 を 暗 示 す る

点 で,指 示 代 名 詞 と良 く似 て い る,と 指 摘 して い る 。CriadodeVa1は,

語 の 派 生 の 上 で,loとcllo,aquelloは 密 接 な 関 係 に あ り,中 性 の 指 示 詞

esto,csoと 後 者 は 深 い 関 連 が あ る と述 べ て い る。Carratalaぱ ,loと

aquellOは 文 脈 上 パ ラ フ レ ー ズ を 成 す と指 摘 し,LazarOは ,派 生 の 上 か

らloとelloは 壱1ま た はelの 二 つ の 異 形 で,常 に 名 詞 的 機 能 に あ り,

algoな ど と機 能 上 の類 を 形 成 す る,と 述 べ て い る。

中 性 の素 性 は 一一GENDER,一 一一PLURALで あ る と上 に定 義 した 。 これ に 相

当 す る 代 名 詞 はesto,eso,aquelloの 指 示 代 名 詞3つ に,elloの 人 称 代 名

詞1つ,そ れ に不 定 代 名 詞algoで あ る48)。Marla,(1984)も 指 摘 す る よ

うに49),こ れ ら中 性 指 示 代 名 詞 は 常 に場 所 的 関 係50)(relacionlocativa)を

示 す が,elloに は そ の 働 きが な い 。 ま たyo,t血_な どの 人 称 代 名 詞 が 持

つ[+rGENERA,+HuMANo]の 素 性 もな い 。 で はelloの 持 つ 意 味 機 能 は

何 か 。 次 の 例 を 見 て み よ う。

(43}desdijequeestabaloco,aunquelabiaque*lo°noles

sorprendia.

(44)LesdりequeJuanestabal・c・ ・per・n-e{ello*l
o}crcyer・n・

(45){*ElioLo}qu-rreesquenadiesabelaverdad.

(46)Queriasalireinventounpretext・Para{慧 曾
。}・

loと の対比 も含 め て次 の事が 分 か る。

v)elloは 単 独 で生 起 す る10と 相 補 分 布 し,文 脈 内 の節,文,不 定

形 の示 す 内容 と照 応 す る51)。

一方,中 性指示代名詞は次の例か らも分かるように,loと 完全に置換でき

る関係にあ り,Ioと の相違は空間的時間的遠近(多 分に心理的なものも含

めて)を 示す機能の有無にある。
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(47}Lo°queacabasdedecirnotienesentido.

(4S){esoiv}dcsufUga・

(49)Nomegustotouelloquemehizo.

不定代名詞algoに は,空 間的 時 間 的遠 近 を示 す機 能 は ないが,対 象 の存

在 の 有無 や 対象 の数量 を示す,と 言 うloに 見 られ な い 意 味機 能 が あ る。

また,意 味上 自己完結 的 で 抽 象名 詞 と通底す る部分があ る。次例か らも分

か るよ うに,10,ellO,指 示 代 名詞 とも,意 味的 に置 換 不 可能 であ る。

(50)

{51)

(52)

Bueno,pensareenalgo.

Tetraigounbocadilloparesquecomasalgo.

'Hasencontradoalgomio?

以上の事柄か ら次の点が明きらかになる。

vi)elloは,loと 一GENERO,-PLURAL]の 素 性 で 共 通 す る 。 こ の

時10はcllOの 目的 格 また は 斜 格 で あ る が,素 性 が 示 す よ うに,

こ の 「人 称 」 と言 う呼 称 は 誤 解 を生 む よ うで 相 応 し くな い 。

vii)v)で 定 義 した よ うに,elloは 文 脈 内 の 節,文,不 定 形 な ど と照 応

す る に 過 ぎず,こ うし た 機 能 の 他 に も,文 脈 外 の対 象 を 指 呼 した

り,対 象 の 部 分 を 限 定 す る 中 性 のloと の 間 に は 機 能 上 の 相 違 が

あ る。

viii)指 示 代 名 詞esto,eso,aquelloは,-GENERO,-PLURAL,+DE-

iGTIGO】 の 素 性 で10に 共 通 す るが,遠 近 を 示 す 意 味 機 能 を 持 つ

点 で 異 な る。 この 素 性 を[土DISTANCIA]と す る 。

loを 冠 詞 と同 定 す る か,代 名 詞 と同 定 す るか,の 問 題 に 入 る前 に,ま ず,

loとelの 意 味 機 能 とそ の 素 性 を 明 き らか に す る 必 要 が あ る 。Lamiquiz

が,loをelの 異 形 と考 え,elが 不 定 形 や,あ る成 句 も名 詞 化 す る 点 を 指

摘 して い る,と 既 に1.1.で 述 べ た 。Garratalaは,el,la,los,las,10を

(何 か の)代 表 冠 詞(articulosrepresentativos)と い う類 に ま とめ て,そ れ

ぞ れ 男 性 形(el/los),女 性 形(lasel/las)と 中 性 形(el/10)に 分 け て い る 。

女 性 形 にelが 含 まれ る の は,ア クセ ン トの あ るa一 で 始 ま る名 詞 に 伴 う

時 の形 を 指 した もの で あ る 。中 性 形 にelが 含 まれ る論 拠 と して,名 詞 節 を
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elが 伴 う場 合,こ のel+名 詞節 は,文 脈 内 で 中性 の代 名 詞eUoに よって

置 換 され る点 を指 摘 して い る52)。以 下,強 調構 文 を 除 いたelと10の 例 を

挙 げ て,そ の 中 に示 され る意味 素 性 を ま とめて行 くことにす る。

(53}

(54)

(55)

(7)

(S)

(56}

{57}

(58}

{*elto}dicci・nari・

elb
uenoto

eld
eayes・t

o

elmasridiculodeIareunion

tomasridfculodelareunion

El

quesalioestamanananossorprendi●.Lo

Elt
erseramiosnuncadana.*Log

Est・es{*elto}masquepued・haterentotar・1°

(53)は,elが 名 詞 と共 通 の 素 性 の[十GENERO]を 持 って い る こ とで 成 り

立 つ 句 で あ る が,loは[一 碗NERO]な の で 成 り立 た な い 。 また,こ の 時el

はdiccianariaを 限 定 し て い る の で,[十DETERMINAcI6N]の 素 性 を 持 って

い る 。(54)のe1は,あ る 省 略 され た 男 性 名 詞 を 前 提 と して い て,文 脈 の 他

の 場 所 に 生 起 す る そ の 男 性 名 詞 と照 応 関 係 に あ る の で,素 性 は[+GENER4,

-FEMENIND
,一一PLURAL,+DETERMINAcl6N,+ANAF4RICC)1で あ る。loは

(53)で 見 た とお り名 詞 に 伴 え な い が,..II)で 明 き らか に した よ うに,あ る

対 象 を 指 呼 す る の で,素 性 は[-GENERO,-PLURAL,-DETERMINACI6N,

+DEiCTICo]で あ る 。(55)は,e1とloを 限 定 して い る の が,形 容 詞 で は な く

前 置 詞 句 で あ るが,意 味 機 能 か らは 同 じ構 造 な の で,elと10の 素 性 も(54)

と 同 じで あ る。(7)のe1は,同 じ理 由 か ら素 性 が(54),(55)と 同 じで あ る。

(8)の10は,iii)で 明 き らか に した よ うに,あ る対 象 の 部 分 を 限 定 す る か,

属 性 の ひ とつ を 他 か ら峻 別 ・限 定 す る。 この 機 能 は 文 脈 に 依 存 す る の で,

素 性 は[一 硫NERo,-PLURAL,-DETERMINACION,+DEicTlco,土DELIMI-

TAcl6N,土DlsTINcI6N]で あ る。(56)のelに は,2通 りの可 能 性 が あ る 。

も し,あ る 省 略 され た 男 性 名 詞 を 前 提 し て い る とす れ ば,(54),(55),(7)と 同

じで あ るが,名 詞 節 を 伴 って い る とす れ ば,節 自体 に 性 は な い の で,elは 中
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性 で な け れ ば な らな い 。 そ の 場 合 のelの 素 性 は[-G倉NERo,-PLuRAL53),

十DETERMINAcl6N,-ANAF6RIco]と な る 。loの 素 性 ぱ,限 定 を受 け て い る

の で(54),(55),(8)と 同 じで あ る。(57)の 不 定 形 は,性 を持 た な い が 主:格 と

な っ て い る の で,名 詞 と 同 じ機 能 を 持 っ て い る こ とに な る。従 っ て,(56)と

同 様 に,elは 中 性 で な け れ ば な らず,素 性 は(56)と 同 じで あ る 。loが 生 起

で きな い の は,不 定 形 は 形 容 詞 や 前 置 句 の よ うに,文 の 他 の 構 成 要 素 を 意

味 的 に 限 定 で き な い か らで あ る 。teneramigosのamigて}sは,統 語 的 に は

tenerに 統 率(governar)さ れ て い るが,tellcrほ 意 味 的 にamigosを 限 定

し な い 。何 もの に も限 定 され な いloは,代 名 詞 と して 文 脈 巾 の 他 の 要 素 と

照 応 関 係 に な い以 上,文 の 中 で 自立 で き な い と言 うこ と も,(57)の 非 文 ぽ

示 し て い る。(58)はmasと 言 う数 量 詞 を 伴 っ て い る構 文 で あ る。 数 量 詞

は 節 を 限 定 す る こ とは で き な い の で,隣 接 の 要 素elかioを 限 定 す る こ と

に な る が,!0は 限 定 を受 け て も,elは 他 を 限 定 す る機 能 しか な い の で,こ

の 場 合,数 量 子 の 機 能 とぶ つ か っ て,elとmasは 両 立 で きな い。 純 粋 に

続 語 論 的 に 見 て も,こ のque節 は 関 係 節 な の で,埋 め 込 み 文 中 の痕 跡 と

elは 照 応 関 係 に あ らね ば な らな い,と 言 う規 則 に反 し て い る 。loの 素 性 は,

関 係 節 と数 量 詞 に 限 定 され て い る の で,(54),(55),(8),(56)と 同 じで あ る 。

以 上 の 事 か ら次 の 点 が 明 き らか に な る 。

11)10は,常 に他 の要 素 に よって限 定 され て文中に生起す る。

X)lf)ば 、 文 脈 内 の節,文,不 定形 な ど と照 応 関係 を持 つ。(男 性形

人称 代名 詞 の 直接 目的 格 を除 く。)

xi)e1は,あ る名 詞 を限定 す る。

xii)e1は,直 接 に形 容 詞,前 置 詞 句,関 係 節 と結 び付 い て生起 した場

合,文 脈 内 の 他の個所 の 男性名 詞 と照応関係にある。

X11])elは,名 詞節 また は不 定形 を 限定 す る。

これ らを そ れ ぞ れ 素 性 で 示 す と,次 の よ うに な る 。[土DETERMINACI6N]は

他 の要 素 を 限 定 す る機 能 を 表 わ し,[土ANAF6Rlcolは 照 応 関 係 を 表aし,

[土DE丘CTICO]は 文 脈 外 の あ る対 象 を 指 呼 す る機 能 を 表 わ す が,こ れ に は

3つ の 下 位 素 性 が あ る 。 即 ち,[土DELIMITAcl6N}は 指 呼 され た 対 象 の部 分

の 限 定,[±DISTINCION]は 指 呼 され た 対 象 の 属 性 の ひ とつ を 他 か ら峻 別 し

て 極 立 た せ る,限 定 の機 能 を 示 す 。 そ して,[土COLECTIVO1は 同 じ属 性 を
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有す る事物 の集 合 を 表す機 能 を示 す。[土DISTANCIA]は 対 象 との空 間 的時

間的 距 離 を示 す 。分類 の便宜上,統 語 に関 わ る素 性 も… 緒 に して ある と断

ってお く。

_____一____S4)

素性

事 例;ix)のx)の

＼.～ 旨IolO

　

GENERO

PLURAI、
A

DETERMINAαON

ANAFORICO

DEICTICO
ノ

DELIMITAαON
ノ

DISTINCiON

COLECTI～r()

DISTANCIA

十

**」=

**圭

***
二』

一}一

xi)のi畑 のl

leel

十

一

十

↓
{

*

131101estol菱 耳1

十

十 **1

**一 ・・一『「

↓

庄)*、 名詞が省略 さ2!しる と(+〉 にな る。
綜 文 脈 に よ

って(十)か(一)か が決 ま≧5。
*神 形容 詞を 伴い

,か つri語 環境 に言及 の対 象 の表示 があ る と,(一)に な る。

この 分 布 表 か ら次 の 点 が 明 き らか に な る。

xlv)文 の 他 の 要 素 に 限 定 され て 生 起 す るloの 素 性 は
,[+DEicTlco]

の 条 件 下 で,esto類 の 素 性 と,10が 対 象 の 部 分 の 限 定 や 属 性 の

峻 別 を し,csto類 が 対 象 との 遠 近 を 示 す とい う点 で,こ れ らJと

相 補 分 布 す る 。

xv)文 脈 内 の 文,節,不 定 形 と照 応 関 係 に あ る10は ,clbと 素 性 が

全 く一 致 す る。

xvi)名 詞 節 を 限 定 す るclは,名 詞 の 省 略 が 行 わ れ な い 場 含 のe1と ,

性 が 有 標 か 無 標 か に お い て相 補 分 布 す る 。

2.2.

2.2.1.

h、lanは,例 え ばIoqucesbuelloの 構i造 と し て ,[sN[Nclb.】[O[cゆMP

qUE][6cUo・serbuen-]]]を 与 え て い る 。 即 ち,埋 込 み 文 のcnoが,関

係 節 化 に よ っ て 縮 約 形 のIOに な る,と 言 う訳 だ が,こ こ で 問 題 に な る の は,
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果 してD構 造 の0の 主 語 に,何 ら文脈 が 与}yyら れ てい ない状 況 下 で,ello

が 現れ 得 るか と言 うこ とで あ る。Lujanの 相補 分 布 の例 を 見 てみ よ う。

(59){*LoEll。}queesbueno,n・es・bviα

(6・){思8}55)queesbuen傷n-bvi・ ・

(61)ELIoonoesobvio.

(62)Pretendcnbasarseen{綱 ・queesciertα

(63)Pretendenbasarseen*elloqueescierto.

(64)Pretendenbasarseentocierto.

前単元の例(43)か ら(46)と,そ の結 果 と して のV1)とvii)で 明 き らか に

した よ うに,elloとloは 統語 上 相 補分 布 す るが,素 性 の面 で は この2つ

は全 く重 な り相 補分 布 しない。 つま り,こ こで言 う相 補分 布 とはcllOが

名 詞 また は前置 詞 に統 率 され て いる場合にloが 現 われ る,と い う格 の上

で の形 態 の変 化 を指 しているに過 ぎない。一方,loは,文 中 の他 の要 素 に

よって限 定 され て いれば,文 脈 外 の事 柄 に言 及 で き,発 話 の端緒 と成れ る

が,elloは,文 脈 が与 え られ ない限 り,文 中に生 起 で きな い こ とは,上 記

の素性 分 布 表か ら も明 き らかであ る。 ここに挙げた例は,文 脈 が与 え られ

て い ないが,意 味 機 能 を踏 まえて(59)と(61)を 見れ ば,そ こには 統 語上

の制 約 だ けで な く,意 味上 の制 約 が かか って い る ことが見えて来 る。(61)

が成 り立 つ には,文 脈 が必 要 で あ るが,(59)の 場 合,que節 は形 容 詞節 で

あ って,構 造 上10+形 容 詞 と同 じで あ り,ii)で 明 き らか に した よ うに,意

味 機 能c)「 同 じ属性 の事物 の総称 」を有 してお り,文 脈 外 の事 物 に言 及 で

きる。 一方,elloは,v)で 定義 した よ うに,照 応 関係 にあ るのが,文 脈 内

の節,文,ま た は不 定形 で あ って,意 味 の主要 部 は動 詞(句)に あ る。 従 っ

て,当 然,形 容 詞,前 置 詞 句,que節 な どに よ って意味 上 限定 され な いの

で ある。(59)と(63)が,そ の例 で あ る57)。 即 ち,(60)か ら(62)の よ うな

[+ANAF6Rlco]を 前 提 とす る例 で は,Lu鉾nの 考 えは 当を 得 てい るが,

(59),(63),(64)の 場 合 は[-ANAF6RIco】 で あ って,Lujanの 与 えた[sN

[Nello・][O[coMPQUE][Oello・serbuen-]]]は 成 りたた な くな る。
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で は,所 謂 中 性冠 詞,即 ち従 来形 容 詞等 を名 詞化 す る と言われて来 た10

は,冠 詞 なのだ ろ うか,と 言 う疑 問 が残 る。 も し冠詞 な らば,名 詞 を 限定

す る とい う第 一義 的 働 きがあるが,(53)の 例 で 見 た よ うに,こ れ は不 可 能

で あ る。 また,名 詞 節 を 限定 す る働 きが な い。冠 詞本来の限定す る機能が

な く・Lujanが 指 摘 す る よ うに,冠 詞 が生 起 で きな い言語 環 境 に生起す る
,

とい う事 実 か ら,loが 冠 詞 で は な い と,言 う結 論が 導 き出 され る。 そ れ に

対 して・Martinczら が 指 摘 す るloが 冠 詞 で あ る との論 拠,多 くの文 法解

説書 が 依 って立 つ所 の論拠 はylomejor,lomenosな どが 最上 級 に な る

の は・比 較 級 に定冠詞が付 いているか らだ,と い う点 で あ る。 しか し,次

の 例 を見れ ば・ そ の論 拠 とす る点に矛盾が 生 じるこ とが 分か るであろ う
。

副詞 の最上級は冠詞を伴わないか らであ る。

(65)Est・es{捌masqucpued・hacerentu毎v・r

でぱ,lomejorの 場 合 は 何 故 岐上 級 に なる のだ ろ うか。 次の例を見てみ

よ う。

(66)Antonioeselmejorcantantedeestepucblo.

(66)のelmejorcantanteは,elmejorと 言 う,名 詞 を 省 略 した 名 詞 句

に 書 き換 え られ る 。2.1.の 冒 頭 で,elblancoとloblancoを 対 比 して
,

ど ち ら も あ る対 象 に 属 性 が 付 与 され た も の で あ る,と 述 べ た 。 これ を統 語

而 か ら見 る と・10-el十(X)と な る 。 同 様 の こ とがlomejorとelmet●r

に も言 え ・ 最 上 級 の 形 容 詞 がIoを 限 定 す る と,*clIomcjor-*elel(X)

mejorと 言 う余 剰 的 な 句 に 成 り,elが 削 除 され る と言 う説 明が 成 り立 つ
。

こ の 事 は また,loが 統 語 的 に 代 名 詞 に近 い と言 うこ との 証 左 に な る
。 以 上

の 事 か ら次 の 点 が 明 き らか に な る。

Xvii)10は 冠 詞 で は ない。

xviii)10は 統 語上elloと 相 補 分 布 し,中 性 指示 代名 詞 と前 置 詞 句 を

除 いてパ ラフレーズを成す。従 って代名詞 のひ とつであ る。

2・Lで 既 に見 た通 り,Io+α(α 一形 容 詞,関 係節 また は前 置 詞 旬)と 意

味 機 能 の面 で 相補 分 布 す るの は,中 性 の指 示 代名 詞{esto,eso,aquello}の

類 で あ る。(47)か ら(49)で は,指 示 代名 詞 と前 置 詞 句や 関 係節 に限定 さ
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れ たloが,完 全 に置 換 で きる こ とを確 か め た。10+形 容 詞 の場 合 も・(67)

に 見 る通 りパ ラフ レーズ を成 す。

(67){黛o}tuy・

ところが,次 の例 で はパ ラフ レー ズが成 り立 たない。

r6昧 熟uello}alt・qモ ・ca斑seveesunaiglesia・

これ は 論 理 上 の 規 則 を 破 って い る 非 文 で,そ の こ とは 強 調 構 文 を 扱 う次 の

単 元 で 述 べ るが,仮 に,10altoをaquelloaltoと パ ラ フ レ ー ズ で きた と

して も,(68)の 埋 め 込 み 文 の 痕 跡 に は 、10altoが 来 る の で,(69)は や は

り非 文 に な ろ。

(69)*Allisevebalto.

11)で 明 き らか に した よ うに,k坤 形 容 詞 は,言 語 環 境 内 に そ の 言 及 の 対 象

の 表 示 が な い と,そ の 形 容 詞 の 示 す 属 性 を 持 った 事 物 の 集 合 を 示 す こ とに

な る口、 と こ ろ が,動 詞verseは 可 視 的 な対 象 を 示 す 名 詞58)を 要 求 して い る

の で.こ こに 矛 盾 が 生 じる こ とに な る 訳 で あ る。 以 上 の 事 か ら次 の点 が 明

らカ・に な る。

xix)loは,形 容 詞,前 置 詞 句,関 係 詞 に 限 定 され て い る時,中 性 指

示 代 名 詞 と 同 価 で あ る 、,また,[+ANAF6RICO】 で 関 係 節 に 限 定

され れ ば,elloま た はel弧)類 と同 価 で あ る59)。

2.2.2.

Martinezは,次 の 例 を 挙 げ て,10自 体 が 強 調 の ニ ュア ンス を 持 つ こ と

を 指 摘 して い る。 これ はAiarco呂Llorachも 引 用 し て い る例 で あ る 。

(7⑪)iLoqucsabeeehornbrcl

一 方 ,Pialmは,次 の2つ の 例 を 挙 げ て,(35)が(71)の 数 量 詞muchoが

具 現 化 され て い な い 形 で あ る と し て,こ れ を 以 っ て強 調 構 文 の,10は 数 量

詞 句 の 指 定 辞 で あ る こ との 論 拠 と し て い る。

(71)Nosabeslomucho/poc〔 ♪quehcmosdolmido,

(35)Nosabesloquehemosdormido.

しか しな が ら,必 ず し もlo+形 容 詞[ま た は 副 詞]+que～ の 構i造が,強

調 に な る とは 限 らな い こ とは,次 の 例 か ら も 明 き らか で あ る。
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(65)Estoeslomasquepuedohacerentofavor .

(72)Est・dQl・buen・quesepuedepedir .

ま た・Plalmが ・10+形 容 詞 ま た はloque～ の 構 造 に お け るloを
,音 韻

的 に実 現 され な い名 詞0に 伴 う中 性 冠 詞 と し,10+形 容 詞[ま た は 副 詞]+

que～ のtoを,関 係 節 内 の形 容 詞 を 統 率 す る数 量 詞 の 指 定 辞 と した 時
,念

頭 に あ っ た の は ・GarratalaやMartinezら が 指 摘 す る
,10+形 容 詞[ま

た は 副 詞]+que～ と,間 接 疑 問 文 のque ,cuarrな どの 疑 問 副 詞 との 置

換 可 能 性 で は なか った ろ うか60)・ しか し,次 の例 が 示 す よ うに
,強 調 構 文

が 補 語 の 役 割 を 持 つ 場 合 は 置 換 で きて も
,主 語 に な る場 合 は 不 可 能 で あ る 。

(73)こVi6Vd・ 儲 監ll翻e}sepus・Maria?

(74)臨v灘1諾 ごc}s…estasnxriasesas・mbr。s。 .

こ う して ・ 彼 の ・ 数 量 詞 句 の指 定 辞 がwh移 動 し た 後 に1・ と い う形 を与

え られ る,と い う説 と,そ の論 拠 と な っ た,loに は 強 調 の ニ ュ ア ンス が あ

る,と い う見 解 は 各 々 例 外 が あ る の で 妥 当 性 を 欠 く
。

確 か に,10に は 一 見 強 調[土INTENSIVO]の 素 性 が 元 来 備 わ って い る よ う

に 見 え る 。 も し,仮 に こ の 素 性 が に あ る とす れ ば
,上 掲 の 素 性 表 の い ず れ

か の 素 性 と,何 らか の 関 連 が な け れ ば な らな い
。 さ も な い と,loを 伴 う構

文 全 て が 。 強 調 を 表 わ す こ とに な っ て し ま うか らで あ る
。Ioがell,Igの 斜

格 及 至 目的 格 で な い 限 り,1・ の 素 性 をま[+DEYCZ'IC・]に な る
.[+DEICTIC:。1

の 下 位 素 性[土DELIMITAGI6N],[土DISTINCI6N]
,[土COLECT1VO]は,10を

核 とす る統 語 構 造 と・ 言 及 の 対 象 の 表 示 の 有 無 や 表 示 の 仕 方 に よ り
,そ れ

ぞ れ 有 標 か 無 標 か が 決 定 す る,と 上 に 述 べ た 。 強 調 は,あ る 対 象 の 属 性 の

ひ とつ を 強 く訴 え る の で あ る か ら
,[-GOLECTIvoJで な くて は な らな い 。

統 語 構 造 か ら言 っ て も,10+形 容 詞「+関 係 節 が 前 提 に な る の で
,[・+CULEC-

TIVO]に は 成 り得 な い 。 また
,対 象 の あ る部 分,あ る い は 全 体 の 属 性 を強

調 す る の で あ るか ら,部 分 を 全 体 に対 比 させ る 素 性 は 無 標 で な け れ ば な ら

ず,[-DELIMITAC16N]と な る。 即 ち[土INTENSIVO]は[+DISTINCI6NIの

下 位 素 性 で あ る 。 しか し,[+DISTINCI6N】 に な る統 語 構 造 は10+形 容 詞+

de～ な の に・[土INTENsIvo]で は10+形 容 詞+quc～ で あ り
,し か も,

形 容 詞 は[+G重NERO]で あ る。 また ,副 詞 も10を 限 定 す る と い う統 語 的
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特 色 が あ る。 とは 言 え,意 味 素 性 と して は 近 い 関 係 に あ る上 に,言 及 の対

象 の表 示 の 面 で も類 似 性 が 見 出 せ る の で,と りあ え ず 意 味 の 面 か ら,[+

DISTItiCION】 の 下 位 素 性[土INTENSIVO1が,何 らか の 統 語 的 き っか け を通

じて 有 標 と な る,と 言 う仮 説 を 立 て て 論 考 を 進 め て 行 く。

[+DISTINGION]と い う意 味 機 能 が 成 り立 つ 統 語 構 造 は ・iii)で 明 ぎ らか

に した よ うに,形 容 詞 に 限 定 され たloが,dcで 導 か れ る前 置 詞 句 内 の名

詞 に よ って 言 及 の 苅 象 の 表 示 を 与 え ら られ る,と い う形 式 を 取 る。 言 及 の

対 象 の 表 示 とい う面 に 限 っ て 言 え ば,関 係節 内 で ぱ あ る に せ よ・ 強 調 構 文

に も同 じ現 象 が 見 られ る。

(75)Laenvithanporlotostadaqueesta.

(76)IN・lepreocupalotontaqueestuconducta・

{77)Figuratetopalidoquesepuso.

(78)NoBabesloagotadasquegehallanellas.

強 調 構i文で は な い10+形 容 詞+de～ で は,de以 下 の 名 詞 句 に よ って ・

言 及 の 対 象 が 直 接 的 に 表 示 され る の に,強 調 構 文 で は 間 接 的 に 表 示 され る

場 合 が あ る の も,ひ とつ の 相 違 点 で あ る。 例 え ば ・(75)(77)は 次 の よ うな

文 を基 底 に お い て 前 提 と し て い る。

(79)Supie]deellaestatostada・

(80)Esamon6tonainsistencialeshanagotadolap且clencla.

こ こか ら次 の よ うな 文 が 各 々 の 基 底 構 造 を 成 し,関 係 節 化 が 行 わ れ る。

(81)Ellaestatostada.

(82)Sehallallagotadas・

即 ち,あ る対 象 α(piedやpacienciaな ど)が 何 らか の 作 用 を 受 け て,あ

る 属 性 を 持 っ に 至 る時,α を 一 部 とす る よ り大 き な対 象 β に,こ れ らの 属

性 が 言 語 レ ベ ル で 結 び 付 け られ る と思 わ れ る61)。 ス ペ イ ン語 で は 以 下 の よ

うに な る。

(83)α,β,V→ β,V卜do]

これ は,強 調 構 文 で な い[+DISTINCI6N]の 文 で は 起 こ り得 な い こ とで あ る。

次 の 例(84),(85),(86),(87)は,[-INTENslvo]の 構 造 に(75)か ら(78)を

転 換 した も の で あ る 。 言 及 の対 象 が 直 接 表 現 され て い る(85)を 除 い て ・全

て 意 味 の変 化 を 来 た し,非 文 と まで は 言 わ な くて も極 め て 奇 異 な文 に な っ
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て し ま う。 本 来 の 強 調 す べ き属 性 を 持 つ 対 象 に ず れ が 生 じる た め で あ る。

(84)Laenvidianportotostadodeella.(?)

(85)Mepreocupatotontodetoconducta.

(86)Figuratetopalidodeel.(?)

(87)NoBabesIoagotadodeellas.(')

従 っ て,言 及 の対 象 が 関 係 節 内 に 直 接 的 に 表 示 され て い れ ば,[土INTEN-

SIVO1両 方 の 可 能 性 が あ り,関 係 節 内 の 表 示 が 間 接 的 で あれ ば,有 標[+

INTENSIVO]と な る こ とが 分 か る。 図 示 す れ ば 以 下 の 通 りで あ る 。

【+INTENSIVO1[土INTENSIVO】

で は,[土INTENsIvo]の 場 合,何 が 有 標 化 させ る の だ ろ うか 。 例 え ば(76)

と(85)を 比 べ る と,(76)でr'toを 限 定 す る形 容 詞 が[一一}-GENERO]に な っ

て い て,一 一GENERO]の10に 対 立 して い る。 しか も,10が 形 容 詞 で は な

く形 容 詞 句 に 限 定 され て い る。 こ の 変 則 性 が 決 してadhocな も の で は な

い こ とは,形 容 詞 が[-G亘NERolで あ っ た り,形 容 詞 で は な い 構 文 中 に 言

及 の対 象 が 表 示 され る と,(88),(89)の 例 の よ うに,非 文 に な る こ とか ら確

か め られ る 。 こ こ で は 変 則 性 は ひ とつ の 機 能 を 与 え る規 則,つ ま り強 調 化

が 行 な わ れ る た め の条 件 で あ る こ とが 分 か る。

(88)*Mepreocupalotontoqueestoconducta.

(89)*Mepreocupalotontaderuconducta.

更 に,本 来 動 詞 を 限 定 す べ き副 詞 が,10を 限 定 す る と強 調 構 文 に な る こ と

も,や は り強 調 化 の 為 の 変 則 性 と言 え る。 た だ し統 語 上,強 調 構 文 の 形 容

詞 と同 じ く,10と 単 独 で 結 び 付 く こ とは な く,常 に節 を 伴 っ て い る の で,

これ は 副 詞 が 形 容 詞 化 され た の だ と も解 釈 で き る。 しか し,副 詞 は 形 容 詞

類(adjectival)の 構 成 素 で あ る と解 釈 す れ ば,わ ざ わ ざ形 容 詞 化 とい う生

成 上 の 過 程 を 想 定 す る必 要 は な い 。概 念 上 の 構 造 は,上 記 の[+INTENSIVO1

の 図 が 説 明 して い る。 例 え ばs(90)で は β はcorri6で あ り,α は 言 語
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レベ ル に は 現 れ な い がvelocidad等 が 該 当 す る 。 言 う まで も な く,言 語

レベ ル に は 現 れ な い の で[一 一INTENslvolの 統 語 構 造,10+副 詞+de～ は

存 在 しな い 。

(90)lorapidoqueJuanc●rrib

以 上 の 事 か ら,強 調 構 文 に 関 して は 次 の 点 が 明 き らか に な る。

XX)10が 特 殊 な 言 語 環 境 に生 起 す る と,[+DISTINGI6N]の 下 位 素 性

[土INTENSIVO]が 有 標 とな る。

xxi)10が[+INTENsIvo】 に な る 言 語 環 境 は,形 容 詞 句 にloが 限 定

され,形 容 詞 が[+G触ERO]か 副 詞 の環 境 で あ る。

こ の 時 の 統 語 モ デ ル と して,次 の 構 造 が 考 え られ る。

xxii)NP>N

[十INTENSI「▽0-一一Grlti'ERO][1黙l

AP→ δ

G丘NER。1!S'I

rldv.va

AP

[+G倉NERO}
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尚,こ の強 調構 文が,埋 め込 み文 とな って,文 中 に生 起 した場 合,統 語

上 の性 数 の 一致 人称 ・数 の一致な どの制約 の他 に,論 理的 制約 に よって

非 文 とな る場 合があ る。

(69)*LoaltoquealliseVPcsunaigtesia.

(91)*Lobuenasquesonlasmanzanasesquesirvenparahacer

sidra.

両 者 と も に,属 性 の 強 調 が 述 部 の 意 味 と論 理 的 に 結 び 付 か な い 。(69)に 関

し て 言 え ば,前 述 の こ と と 合 わ せ て 二 重 の 意 味 で 非 文 で あ る 。

3.

前 単 元 に至 る まで,ロ ーマ数 字 を使 って論 考 の結 果 明 きらか にな った点

を挙げ,ア ル フ ァベ ッ トを使 ってloの 意 味機 能 と統 語機 能 を ま とめ て来

た。 この単元では,こ れ らの不 備 な点 を訂正 し,冗 長 な部 分 を 削 って本 稿

の論 旨を 明白な形で表わ し,い くつ か の特 殊 な例 にあ た って 行 く。

loの 分 類:

① 人 称 代 名 詞 直 接 目的 格 と し て,男 性 単 数 名 詞 と照 応 す る。 素 性 は

1+-GENEItO,-PLuRAL,+ANAF6Rlco】

②eiloの 直 接 目的 格 ・対 格 と して,文 脈 内 の 文,節,句62)a不 定 形

と照 応 す る。 素 性 は[一 砿NERo,-PLuRAL,+ANAF6Rlc司

③ 指 示 代 名 詞 の ひ とつ と して63),形 容 詞,前 置 詞 句,関 係 節 に 常 に
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限定 され て生起 し,形 容 詞 句 また は 副詞 に 限定 され る と,強 調 の

ニ ュア ンスを持 つ。

① は 男性名詞 と照応する代名詞elの 〔的 格 で あ る。 ② は一般 に ① と

同類 に入れ られ,人 称 代名 詞 中性形 として同定 され るが,ス ペ イ ン語 には

中 性名 詞 が 無 い こ とと,clloと 照 応 関係 にあ るのは,主 要部 が 動詞(句)で

あ る文,節,句,不 定 形 で あ る こ とか ら,所 謂 人称 代名 詞 と言 う呼 称 は受

け容 れ難い。elloと そ の対 格 及 び斜 格 で あ るloに つ い ては,代 動 代 名 詞 と

い う呼 称 を提 唱 した い。 ③ が本稿の中心 テーマである所謂 中性定冠詞lo

で あ る。様 々 な例か ら得 られ た 情報に対 して,ラ テ ソ語 か らの派 生系 統 に

注 目 した定冠詞説 も,(代 動 代 名 詞 と上 で命 名 した)elloの 弱 形 と して全 て

割 り切 る人 称 代名 詞説 も,充 分 に答 え られ る もので は なか った。確か にラ

テ ン語の指示代名詞idleを 母 体 として,61,ella,ello,aquelが 生 まれ,

一 方 で は 中世期 のclo ,claを 経 過 してcl,la,loが 生 まれ た が,ラ テ ン語

か ら 躍マ ンス 語へ 変移 す る過程で,中 性名 詞 は男性 名 詞 か女 性名 詞 に吸収

されて しまい,元 来 冠 詞 の なか った ラテ ン語 か ら派生 したtoは,clと の混

渚 の過 渡期 を経 て,冠 詞 本 来 の限 定す る機 能 を発 揮 す る相手を失 った状態

で,一 種 の先 祖 返 りを した とは言 え ないだろ うか。それ も単なる先祖返 り

ではな く,指 示 代名 詞 として の素 性[+DIsTANGIAIを 失 い,[+DEicTIGo]

の素 性 の下 に[±CC}LECTIVO],[土DELIMITAcl6N],[±DIsTINcI6N1,更 に

[±DISTINCI6NIの 下 位素性 と して[土INTENSIVO]を 自己 の内部 に発 展 させ

て行 くこ とで,新 生 児 の容 貌 を 得た の で あ る。 あるいはまた,指 示 代 名詞

と して 「+DEiCTIco]の 素性 を持 った まま,形 態 だ け変 化 しつ つ も,el,1a

か ら疎外 され た 歴史 を辿 った のだ とも考え られ る。 いずれ にせ よ,現 代 ス

ペ イ ン語 の統 語 構造 の中 で担 うloの 機 能 は,以 上 の3つ に分類 で き,形

態 こそ 同 じで あ る とは言 え,語 彙論 で は各 々別 に分 類 すぺ きである。因に,

e1も 男性 名詞 を限 定す るelと,節 また は不 定形 を限定 す るelと に分 け ら

れ るが,前 出 の分 布表 を見 て も分 か る よ うに両者 は,相 補 分 布す るの で,

ひ とつ の類 に ま とめ られ る。 そ して この[-GENERO,-PLURALのelこ

そが,言 葉 の正 しい意 味 に おけ る中性 定冠詞であると言え よ う。

10の 機 能 と素性:

A)10+形 容 詞
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形 容 詞 の 表 わ す 属 性 を 有 す る 事 物 を,ひ と つ の 集 合 と し て 指 呼 す る 。

素 性 は[-GENEROy-PLURAL,-DETERMINACI6N,-ANAF6RICO,

+DEiGTICO,+COLECTIVO]

B)lo十 関 係 節

①

②

漠 然 と あ る 対 象 を 指 呼 す る 。

遠 近 の 概 念 を 持 た な い 点 で 中 性 指 示 代 名 詞estO,eso,aquelloと

相 補 分 布 す る 。

素 性 は トGENERO,-PLURAL,一 一一DETERMINACI()N,-ANAFORIGO,

+DEiCTICO]

C)10十de～

前 置 詞 句 の名 詞 が 示 す 対 象 の あ る 事 象 を漠 然 と指 呼 す る。

素 性 はB)に 同 じ。

D)lo+形 容 詞+de～

① 前 置 詞 句 の 名 詞 が 示 す 対 象 の 属 性 の ひ とつ を,他 の 属 性 か ら峻 別

して 指 呼 す る。

② 前 置 詞 句 の 名 詞 が 示 す 対 象 の あ る部 分 を,全 体 に 対 比 して 指 呼 す

る。

素 性 は ①[-GENERO.-PLURAL,-DETERMINAcl6N,-ANAF6-

RICO,+DETCTICO,+DiSTINCION]

② 卜 磁NERO,-PLURAL,-DETERMINACION,-ANAF6-

RICO,+DEICTICO,+DELIMITACI6N】

E)10+形 容 詞[+G亘NERO]+関 係 節

関 係 節 内 に 示 され る対 象 また は そ の 対 象 の 言 語 レベ ル に は 示 され

な い 部 分,の 属 性 を 強 調 す る。

素 性 は[-G煎ERO,-PLURAL,-DETERMINACI6N,-ANAFORICO,

+DEiCTICO,+DISTINCI6N,+INTENSIVO]

F)lo+副 詞+関 係 節

関 係 節 内 に 示 され る対 象 の 動 作 を 強 調 す る。

素 性 はE)に 同 じ。

A)の 構造が 抽象名詞 と置換できるのは,統 語上に おいてのみであ り,

意味的には,あ る対象 としての集合にある属性を付与する機能 と,共 通の

性質を総体 としてひとつの概念にまとめた結果 とは相異なるので,代 用は
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で きて も置換はで きない。

B)の 構 造 と同 じ構 造 を,elloの 対 格 で あ るloが とる場 合 が あ る。 この

loは 関係節 の痕 跡 に生 起 で きるが,指 示代 名 詞 の ひ とつで あ る10は,痕

跡 に生 起 で きない 。 この こ とは,後 者 が統 語上 必ず 他 の要 素 に限 定 されて

いなければな らない,と い う規則 を犯 す こ とが で きないだけでな く,言 語

レベル で は,指 示 代名 詞が 指 呼詞 と して単 独 に存在 し得,loは そ の下 位範

疇 に あ る こ と も意 味す る。

(92)loquemedijiste・-Mclodlliste。

(93)1・queyobuscoL_*Lobusco./Buscoaquello.

D)の 構造 が ① と ② の どち らか の機 能 を有す るか を決定す るのは,形

容 詞 とde以 下 の名 詞 の,各 々 の意 味 の論理 的符 合 に よる。 例 えば(4)や

(14)な どの 例が そ うで あ る し,alolargode11'1C)の よ うな副詞 句 にお い

て もr② の機 能が 認 め られ る。

E)とF)の 構造 は各 々 に,統 語上 の変則 性 は,そ れ 自身 にお い て規 則 性

を有 せ ば,特 定 の意 味 機能 を生 じさせ る,と い うル ー ルを示 して いて興 味

深 い。直接 目的語の強調溝文 も,語 順 に お いて,ま た 代名 詞 との照 応 にお

い て,変 則性 のひ とつ の例 であ る,,し か しなが ら本 稿 の 中心 テ ー マで はな

いので,い ずれ 別 の機 会 に論 考 した い,F)の 構 造 で は,し ば しば副 詞 が

省略 され るが,そ の副詞 がmuchoで あ る こ とは,[十INTEN81vo]に は意

味 を増 大 させ る機 能 が あ るか らであろ う。

以 上,明 き らか に して来 た こ とを踏 まえて,次 に特 殊 な例 にあ た ってみ

よ う'Jま ず,Belloら が 指 摘 して い る よ うに,loが 名 詞 を伴 う例 が あ る。

これ らの名 詞は,ClhdodeValが 指摘 す る よ うに,loconde,10mujer,

10santoの よ うに身分,職 業 な どを示 す 名 詞 で あ って,そ の名 詞が 代 表す

る属性 を強 調 した り,そ の名詞 に関連 す る事 象 の集 合 を 指呼 した りす る。

これ らは,(94)(95)(96)の 例 に見 られ る よ うに,構 造A)かE)に 生 起 し,

それ らと同 じ意 味機 能 を呈 してい る。

(94)TodofucgrandeellaquelP1・inclpe,!orey,locapitan,lo

santo.

(95)Nosab善isvosotroslogranpersonaquees.

(96)iL。artistaqueesuno!
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こ の こ とは,こ れ らの 名 詞 が 形 容 詞 化 し た こ とを 示 す,と 言 え る。 本 稿 の

分 類 に よる ② の10,即 ちelloの 対 格 ま た は 斜 格 のIoは,周 知 の よ うに

連 繋 辞 の 後 の名 詞 に,形 容 詞 と同 様 に,[-G触ERO,一 一PLURAL】 と して 照

応 す る。 一 方Ioを 伴 う名 詞 は,他 の 事 象 か ら主 語 の 属 性 を 峻 別 して 同 定

す る機 能 を 持 つ 。 こ の名 詞 と形 容 詞 との 機 能 上 の 交 差 こそ,「 何 らか の 統

語 的 き っか け が,新 しい 機 能 を 生 み 出 す 」 と い う,前 述 の 仮 説 の 証 左 た り

うる で あ ろ う。

次 に(15)の 例 で 見 た よ うに,lo+形 容 詞 を 含 む 前 置 詞 句 で,形 容 詞 が 文

脈 内 の名 詞 の性 数 にm致 す る場 合 が あ るが,こ れ らはE)ま た はF)の 構

造 の 関 係 節 が 削 除 され た も の と考 え られ る。

(97)1)orloaltas(queson)haspiramidessuperanatodoslos

edi丘ciosdel.aantigUedad.

また,逆 に強 調 構 文 で あ る べ きE)やF)構 造 が,統 語 的 に あ る い は 意

味 的 に 更 に 限 定 を 受 け る と,強 調 構 文 に な らな い 例 が あ る。ひ とつ はtodo

に よ る限 定 で あ り,ひ とつ は[+SUPERLATIVO]の 素 性 を形 容 詞 や 副 詞 が

有 して い る場 合 で あ る 。 以 下 が そ の 例 で あ る。

(72)Estodol⑪buenoquesepucd£pcdir.

(98)IaaaventuramPhacostadolomenosquepodiacostaenee.

これ は10+形 容 詞,10+副 詞 が これ らの 条 件 下 で ぽ,一 個 の 名 詞 と し て の

価 値 を 有 す るか らで あ る,と も言 え よ う。

最 後 に,辞 書 に よ って は 名 詞 と して 分 類 され で.・ る形 容 詞 が,clと10

を 各 々 伴 っ た 場 合 に つ い て触 れ る 。

(99)ellargodeesta#'achada

lolargodeestafachada

(100)porelcontrario

porocorztraz°iO

本 稿 で は,抽 象 名 詞 を 定 義 した 時,抽 象 とは 個 々 の 事 物 ・表 象 な どに 共 通

に 見 られ る性 質 を,総 体 と して ひ と つ の概 念 に ま とめ た 結 果 で あ る,と 述

べ た 。(99)で はIoが 生 起 して い る 構 造 はD)で あ り,fachadaの 持 つ 属

性 の ひ とつ を 峻 別 す る と共 に,そ の 部 分 を 指 呼 して い る。 そ れ に 対 してeI

largoは1aiongitudに 相 当 し て お り,ひ とつ の 抽 象 名 詞 で あ る。(Sao)
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では,loCOntrarioは 文 脈 の 中で既 に述 べ られ た 事柄 とは逆 の事物 ・事象

の集合 を指呼 しているのに対 して,elcontrarioは 「逆 」 とい う性 質 その

ものを指 しているので,ひ とつ の抽 象 名詞 で あ る。 この よ うに,ひ とつ の

名 詞 が形 容 詞 か ら派生 す る時,あ るい は転 用 され る時,形 態 を変}た 段 階

(例え ぽblancoに 対 してblancuraの よ うな〉に進 まず に,元 の形 態 に

と どま って 抽 象名 詞 となる と,言 語 運用 の 面 で 意味 の 均 質 化 が 図 られ,

Martinezの 言 う 「elとloの 間 で揺 れ る名 詞化 」 に な って現 れ るもの と

思われ る。 似た様な例 に 「裸体画」 の意味で用 い られ るeldesnudoが

あ る。 これ は,も ちろ ん,名 詞が 省 略 され た 「裸 の人」 とも解釈が可能で

ある。

4.

本 稿 で は,意 味 と統 語 の両 面か ら,loに つ い て論 考 して来 た。 得た結 論

は,形 態 が 同 じで あ って も,語 彙 論 で は,意 味機 能 ・統 語機 能 で齪 酷 すれ

ば分 けるべ ぎこと,意 味 的 に 自個 完結 せ ず,統 語的 に も 自立 しに くい語 は,

他 の文 構成 要 素 の類 に系統 付 け て同定すべ きこと,語 の歴 史 上 の派 生 如何

に かか わ らず,共 時 的 観点 に立 って 類 を定 め るべ きことであった。 こ うし

て,0.で 述 べ た疑 問 点 に一応 の解 答 が得 られた と思 う。即 ち,loは 冠 詞 の

類 に属 す の では な く,指 示 代名 詞 の下位 範 疇か,elloの 目的格 ・斜 格 か,

人称 代 名 詞 の 目的格 のいず れ か に属すのであ り,中 性 即 ち抽象 で は ない の

で あ る。 以下loの 分 類 同定 を分 布 表 を用 いて示 す。

＼ Ioの 属す 人称代名詞
＼ ＼ 範躊

モ

素 性 、＼＼＼＼ 目 的 格

代動代名詞

目的 格 ・斜格

GENERO

PLURAL

DETERMINACION

ANAFORICO

DEICTIGO

GOLECTIVO

DELIMITACION

DISTINCION

INTENSIVO

一}一一

十 y1

1

指示代名詞

下 位 範 疇

十

土

±

±

±
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注

1)例 丁ば デ ンマ ー ク語 の よ うに,名 詞 が 素 性D・N£UTRO】 に よ っ て 二 大 別 され る

言 語 で は,冠 詞 も普 通 名 詞[-NEUTR4】 に 伴 うenと 中 性 名 詞 に 伴 うetの 二

種 類 が あ る。 定 冠 詞 か 不 定 冠 詞 か は 名 詞 と の位 置 関 係 に よ り機 能 が 決 定 す る 。

例.enstaff,stolen/unasilla,Iasilla

etbord,border/unamesa,lamesa

2)ラ テ ソ語 の 中性 単 数 名 詞 は 第2変 格 に お い て 男 性 形 との 類 似 か らス ペ イ ソ語 で

男 性 形 へ,中 性 複 数 名 詞 は 同様 に 女 性 形 とな った 。 前 者 ・後 者 と も対 格 が 類 似

点 で あ る。 一 方 ギ リシ ア語 源 の 中 性 は 第1変 格 の ラ テ ソ語 との 類 似 か ら女 性 形

とな った 。 詳 細 はGiliGaya(1966),Martinez(1970),CriadodeVal(1972),

Resnick(1981),Lapesa(1981)を 参 照 。 尚,Lapesaは ア ス ト ゥ リア ス地 方 を

中心 と した方 言 に,"neutrQdemateria"と 呼 ば れ る,可 算 名 詞 を 複 数 を 示

す 単 位 で 表 現 す る場 合,名 詞 の語 尾 が/-u/と な っ て 屈折 しな い 現 象 を 指 摘 し

て い るが(同P・99,P・489),本 稿 の主 題 を 外 れ る の で 扱 わ な い。

3)GiliGaya(同,P・79)及 びMarcosMarin(1977,P.105)参 照 。

4}Seco(1961,p,216)

5)Esquer(1968,P・ii=)。 同 様 の観 点 に立 ち な が らrMarcosMarinは 言 語

レベ ル で は 男 性 と女 性 の2つ の性 しか な い の で,中 性 で あ るIo+形 容 詞 の 構 造

は 談 話(discurso,こ こで はhablaと 同義 〉レベ ル の名 詞 化 で あ る とす る。(1980,

p.184--188}

6)同 様 の指i摘 がBello(1$47,2aed・,1978,P.29レ292),CriadodeVal(1972,

P・27),Alcina/Blecua(1975,P・571)に 見 られ る 。 特 にAicina/Blecuaは 蔓蛋調

構 文 の ひ とつ の 例 と して挙 げ て い る。

7)Martinez(同,P,909-910,P。916)

8)CriadodeVal(同,P.21-27,P.71,P.262)

9)Alc三na/Blecua(同,p.568-571,p。584,p.10-40)

10)Lazard(1980,p.53--58)

11)Lamiquiz(1973,2aed.,1974,p.299}

12)Lorenzo(1980,p.15}

13)Pilleux/Urrtitia(1982,p.84)

14)Bello(「 司,P.290)

15)BeUoは,ellcyとloが 文 中 に先 行 す る名 詞 を 受 け ず に,不 定 形 と節 と い う男

性 形 で も女 性 形 で も な い もの を 受 け る点 に 注 目 し,不 定 形 と節 が 中 性 な らぽ 当

然 そ れ を 受 け る代 名 詞 も 中性 で な け れ ば な らな い,と 述 べ,ellOと1。 に は 中

性 とい う共 通 の 価 が あ る ほ か に,節 や 不 定 形 を 受 け る場 合,統 語 的 相 補 関 係 を

成 す とい う事 実 を,次 の 例 で 示 して い る。

Estabamosdeterminadosapartir,perOhubodificultadesenello,

ytuvimosquediferirlo.

また,1。 はser,estar,quedarな どの動 詞 の補 語 の代 理 を す る時 に 用 い られ,

こ う した補 語 の 性 に 左 右 され な い が,elloは この 言 語 環 境 に は 生 起 で ぎな い。
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一方 ,elloは 単 独 で主 語 と成 るが,loは 単 独 で主 語 と して の 機 能 を 持 つ こ と

は な い点 を 挙 げ て い る。 勿 論 こ う したelloとloの 相 補 関 係 を 認 め る際 に,

両 者 が 同 じ意 味 機 能 を持 つ 点 を 前 提 に して い る の は 論 を 埃 た な い 。 従 って,lo

に は 男 性 名 詞 の 代 名 詞 と して のloと 中 性 代 名 詞 のtoの2つ が あ る こ とに な る 。

代 名 詞loと 冠 詞Ioを 同一 の範 疇 に ま とめ る過 程 もelloとloの 相 補 関 係

(多 分 に意 味 を 重 視 した もの だ が)に あ る 。 結 論 と して 中 性 のloは 何 らか の 修

飾 部 を 伴 う場 合(loBlanco,lodeayer,loquenosagradaな ど)と,何 ら限

定 を 受 け な い 場 合(Locreo・ な ど)の 二 通 りの 生 起 の 仕 方 を し,後 者 はelloと

純 粋 に 統 語 的 相 補 分 布 を す る 点 か ら見 て,clloの 対 格 形 で あ る と言 う。(同,P・

116-118,p.12i,p.290}

Esqucr(同,P.186)

AlarcosLlorach(1951,p。67)

同(1970,P.235,P.238)

Pottier(1970,versi6nespanola1975,P.71)

定 冠 詞 を伴 わ な い 形 容 詞 が 抽 象 名 詞 を 作 る例 と して,次 の も のを 挙 げ て い る。

Masvalemaloconocidoquebuenoporconoccr.(p.912)

Martinez(同,P.910,P.915)

Cr量adodeVal(同,P.22,P.27)

Alcina/Blecua(同,P.569,P.571,P.711)

Gut三errez(同,p.190-193)

冠 詞 が ラ テ ン語 に 存 在 せ ず,指 示 代 名 詞illeが 母 体 と な ってille→el→cl/

illa→ela→1a,cl/illu→elo→10と な った 過 程 を 指 す 。Marcos(1977,5αed.,

1981)及 びResnick(1981)参 照 。

MarcosMarin(1980,p.234-237)

Carratala(同,P.220,P.231,P.243)

Lazaro(同,P.57)

人 称 代 名 詞(el,ellaな ど)は ア クセ ン トを 有 す る が,制 限 用 法 の 関 係 節 を 従 え

る時 は,ア クセ ン トを 失 い,後 に音 韻 規 則 に よ っ て縮 約 され るか,語 尾 音 消 失

が 起 き る。た だ し非 制 限 用 法 の場 合 は 人 称 代 名 詞 は何 ら変 形 を 受 け な い 。 例 と

して次 の2つ を 挙 げ て い る。(P.125)

N・ ・erefe・ 」ellasisal*h
as}・quee・anmu伽 ・・a・1

N・ ・ereieriaa{*ellash
as}qu-nmuyfam・ ・a・

制限用法と非制限用法の句構造標識は各々次に示す通 りである。(p.92)

0

1
sN

/¥
oSN

/¥
OComp(制限用法〉

0

/一¥
SN6

/¥
CompO

(非制限用法)
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30)W-SNx-X-Comp-Y-SNrZ=>1,2,3,4,5,0,7

1234567条 件:6がSPの 一 部 で な い 時(p.91)

31)1・1・ 及 び 注6)で 見 た とお り名 詞 の 前 にloが 生 起 す る例 が あ る が,LLrjanは

現 代 スペ イ ソ語 の用 例 とは み な さな い の か も知 れ な い 。 しか しな が ら,Luj加

の論 点 は ス ペ イ ソ語 に は 中 性 名 詞 が 存 在 しな い と ころ に あ る。

32)Mepr。vey6dellibroquenecesitaba.のdelの 冠 詞 は 関 係 節 化 の結 果 付 与 さ

れ た も の と説 明 して い る 。(P.131,n5)

33)Eselmedico・ の よ うな言 い 方 もあ る が,こ れ はwh疑 問 を 前 提 とす る こ(抄i6n

esX?に 対 す る答 で あ って,機 能 は 指 向 的 な もの で あ るの で 同 日の論 で は な

し・。(P.134)

34)た だ し,全 例 と も冠 詞 を 伴 わ な い名 詞 な らば 受 容 され る。

35)Lujan(同,P.117-141)。 因 にtoqueesbuenoの 句 構 造 標 識 は次 の通 りで あ る。

36)

37)

38}

39)

SN

N¥1

e110x

o
/＼
CompO

/¥
SNSV

que el10x

酒 井 優 子(1981,P.X14-319)

Knowles(1978,p.505-510)

Plann(1980,p.607-609)

/＼
Cop$Adj

Add

ser buen-(p.135}
i

あ る 機 能 の 範 疇 に 属 す 記 号 が,そ の 他 の 機 能 を 持 っ て 文 の 内 部 の 構 造 を 変 え る

こ と を 書 う。(AlarcosLlorach,1970,3"ed.,1980,P.238)

40)AlarcosLlorach(1970,p.239-245}

41)Knowles(同,p.505-510)

42)『NPwHs】 構 造 に つ い て はJackendo瑳R.(1977)xSyntax:AStudyげ

PhraseStructure,LinguisticInquiryMonograph2,MITPress,Cambridge,

Massachusetts参 照 。

43)Plann(同,A・609-613)

44)Martinezが,名 詞 化 が 具 体 的 な も の に な る 時 はelを 用 い る と し て,例 に 出 し

て い るelblancodclojo(P.911)も 比 喩 で あ る 。

45)こ の 対 象 へ の 属 性 の 付 与 が,意 味 機 能a)に あ る 「対 象 の 部 分 の 限 定 」 を 必 要

とす る 。
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r色 の 手 帖』(小 学 館,1986)は 各 色 を 印 刷 した 一 種 の 色 見 本 で あ る が,白(p

202)と 黒(p.210)に は次 の 説 明 が 付 して あ る。 「あ らゆ る波 長 に わ た る可 視 光

線 を 反 射 す る物 体 を 見 て 感 じ られ る色 。 た だ し,完 全 な 白は 現 実 に 存 在 しな

い 。jrあ らゆ る波 長 に わ た る可 視 光 線 を 吸 収 す る物 体 を 見 て 感 じ られ る色 。た

だ し完 全 な黒 は現 実 に は 存 在 し な い 。」 こ うした こ とか ら,elblancO「 白 色 」

を 抽 象 名 詞 だ と言 うの は あ た らな い 。 頂 度,「 点 」 や 「線 」 が3次 元 で あ る現

実 世 界 に は存 在 しな い か ら抽 象 名 詞 だ,と 言 うの と同 じで,誤 った論 理 で あ る。

抽 象 は,共 通 の 性 質 を ひ とつ の 集 合 と して く くる こ とで あ っ て,絶 対 唯 一 の究

極 に 向 か っ て 進 む 思 考 とは 逆 方 向 に あ る。loblallcoは あ る対 象 に 「白 い 」 と

い う具 体 性 を 与 え た表 現 で あ り,そ の指 呼 の方 法 が 「暖 昧 」で あ る の を,通 俗

に 「抽 象 」 と言 っ て い る に過 ぎ な い 。け だ し,「 具 体 的 な 属 性 を付 与 して 何 か を

指 す こ と」 は 「抽 象 概 念 を 指 す こ と」 で は な い 。

抽 象 名 詞 は 共 通 の 性 質 を 総 体 化 した もの で,共 通 の 性 質 を 持 つ 事 物 の総 称 では

な い 。

代 名 詞 の うち 冠 詞 を と る もの,[÷HUMANO]の 素 性 を 持 つ もの,名 詞 に 転 用 可

能 な も の,形 容 詞 に 転 用 可 能 な もの,及 び文 の 素 性 や 構 造 を 変 え る機 能 を 持 つ

もの は 除 外 した 。(Esbozo,1977,P・213-236参 照)

Nfars合(1984,P・98)

この場 合,現 実 的 空 間 的 な場 所 を 示 す だ け で な く,心 的 あ る い は 時 間 的 な位 置

を も示 す 。 場 所 格 に つ い て は拙 稿"AspectosdelJ卿 伽06ノ ～1αlengaca碑 召嗣 α"

(上 智 大 学,1975(修 士論 文))を 参 照 され た い。

Belloは,elloが 文 脈 外 の 事 物 ・事 象 を 表 わ す 例 を 挙 げ て,elloは,こ の 時 母

体 で あ る ラ テ ソ語 の 本 来 の 意 味 で あ るalacosaやelhechoを 保 っ て い る,

と注 釈 しな が ら も,Bello自 身 これ を 成 句 とみ な し て い る。(同,P・290)尚,

本 稿 で は,こ うしたElloesque…(=Laverdaddelcasoesque…),enesto

[eso](=entonces),aesode,estoes,と 言 った 成 句 は 比 喩 とみ な して 扱 わ な い 。

Carratala(同,P.243-245)

名 詞 節 が性 を 持 た な い 点 は,Lamiquizが 証 明 して い る が,数 の 概 念 と も無 縁

で あ る こ とを,Lujanが 次 の 例 で 示 して い る。

LesdijequeJuanestabalocoyquesehabiacscapado,pcronome

tocreyeron.(1980,p.136j

lX)とx)の 場 合 のloが,[-GENERO]で あ る こ との 有 力 な 証 左 とな る指 摘

が,Lujanに よっ て成 され て い る 。即 ち,[+HUMANO]の 素 性 を 持 つ(本 稿 で

は付 与 され た と考 え る)形 容 詞 と,toが 結 び 付 か な い とい う点 で,次 の2つ の

例 を 挙 げ て い る。

*toqueestacontento/*locontento(190 ,P・139)

この 個 所 は 原 典 で は(,)が 脱 落 して い る が,そ こに 至 る まで の 論 理 の 展 開 と活

字 の 組 み 具 合 か ら判 断 して1本 稿 で は(,)を 補 っ て 入 れ た 。

こ こ も原 典 はlaに 成 っ て い るが,次 の例 と対 比 させ る格 好 に 成 って い る の で,

誤 字 と して 本 稿 で はIoと 訂 正 して 入 れ た 。

非 制 限 用 法 で 生 起 で き る の は,島 の 制 約 に よ る。 注29)参 照 され た し。

あ るい は,視 覚 と して 捉 え られ る よ うな 抽 象 名 詞 を 要 求 す る場 合 もあ る だ ろ
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うが,い ず れにせ よ,知 覚 の焦点 が絞 り込 まれ る対象(を 表 す名 詞)を 要 求 して

いる点 に変 りない。

elloは,(47)か ら(48)及 び(67)に お いて,指 示 代名 詞 とパ ラフ レーズを成 さ

ない。パ ラフ レー一ズを成す のは,主 語 として単独 に現 れ る場 合 であ るが,ello

は文脈 内の節,不 定 形 な どと照応 関係 にあ る,と い う前提 が必要 であ るの に対

して,指 示名 詞 は こ うした統語上 の前提 を必要 と しない点が 相違 してい るのは,

言 うまで もない。

Alcina/Blecuaは この場合 の主 文 の動 詞 には知覚 や認識 を意味す る動詞 が多 い

ことを指 摘 してい る。(同,p,571)

この操 作は 各言語 に よって 適用 で きる場合 とで きない場合 とがあ る。(81)は

日本語 で も 「彼 女は焼 けて い る」と言 えるが,(82)の 表現 は意tを 変 えず に訳

出す る こ とが で きない。
*「彼 女 らは澗渇 してい た

。」
*「彼 女 らは尽 きていた

。」

こEs伯Vd.Bien?-No,noloestoy.

こEsVd.japonesa?一 一Si,lQsoy.に 見 られ る10を 指す 。

Hernandez(1985)は 人称 代名 詞 と して分 類す るのは音声 学上,分 節上 問題 が

あ る点を指 摘 してい るが(p・121-122),同 様 の理 由か らCriadodeva1の 小

詞 とい う命 名 も不適 当 であ る。
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